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史
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三
五

テ
レ
ビ
に
お
け
る
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
歴
史
的
展
開

│
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
の
編
成
の
変
遷
を
中
心
に

│
米　
　

倉　
　
　
　
　

律

1
．
目
的

本
稿
の
目
的
は
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
が
第
二
次
世
界
大
戦
に
関
す
る
人
び
と
の
体
験
と
記
憶
を
ど
の
よ
う
に
表
象
し
て
き
た
の
か
を
検
証

し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
傾
向
や
変
化
な
ど
の
諸
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
焦
点
を
当
て
る
の
は
、「
戦
後
〇
〇
年
」
と
い

う
節
目
に
当
た
る
年
の
八
月
（
前
半
）
に
地
上
波
で
放
送
さ
れ
て
き
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
中
心
と
し
た
テ
レ
ビ
番
組
群
で
あ
る
（
1
）

。

日
本
で
は
毎
年
八
月
上
旬
か
ら
「
終
戦
記
念
日
」
の
一
五
日
ま
で
の
期
間
に
、
新
聞
、
雑
誌
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
に
よ
っ
て
戦
争

関
連
の
特
集
が
組
ま
れ
る
こ
と
が
恒
例
と
な
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
傾
向
は
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
と
も
呼
ば
れ
、
戦
争
関
連
の

論　

説

（
三
二
九
）
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三
六

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
テ
レ
ビ
放
送
で
は
通
常
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
・
情
報
番
組
で
関
連
の
特
集
や
企
画
が
組

ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
数
多
く
の
特
集
番
組
が
制
作
さ
れ
、
戦
争
や
戦
後
に
関
す
る
様
々
な
テ
ー
マ
や
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。

「
戦
後
七
〇
年
」
に
当
た
る
二
〇
一
五
年
八
月
を
例
に
と
る
と
、
一
日
〜
一
六
日
ま
で
の
二
週
間
強
の
あ
い
だ
に
放
送
さ
れ
た
終
戦
関
連

の
テ
レ
ビ
番
組
（
＝
特
集
番
組
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
ド
ラ
マ
等
、
但
し
ニ
ュ
ー
ス
・
情
報
番
組
は
除
く
、
以
下
「
終
戦
関
連
番
組
」）
の
数
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
放
の
地
上
放
送
だ
け
で
も
計
四
四
本
を
数
え
た
。
そ
し
て
そ
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ
は
、
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆

投
下
、
東
京
大
空
襲
、
沖
縄
戦
、
特
攻
隊
、
少
年
兵
、
従
軍
看
護
婦
、
玉
音
放
送
、
等
々
、
多
岐
に
渡
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
毎
年
八
月
を
中
心
に
数
多
く
制
作
・
放
送
さ
れ
る
終
戦
関
連
番
組
は
、
日
本
人
の
戦
争
認
識
の
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
朝
日
新
聞
が
二
〇
一
五
年
六
〜
八
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
（
2
）

、「
戦
争
の
イ
メ
ー

ジ
」
形
成
に
寄
与
し
た
も
の
と
し
て
四
割
近
く
が
「
本
、
映
画
、
テ
レ
ビ
な
ど
」
を
挙
げ
て
お
り
、「
両
親
や
祖
父
母
ら
の
体
験
談
」
や

「
学
校
の
授
業
や
修
学
旅
行
」
を
上
回
っ
て
い
た
。
そ
し
て
作
品
別
で
は
、『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』『
火
垂
る
の
墓
』『
永
遠
の
0
』
に
次
い
で

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
報
道
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
ド
ラ
マ
」
を
挙
げ
た
割
合
が
高
か
っ
た
。
ま
た
、
少
し
古
い
デ
ー
タ
で
は
あ
る
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が

二
〇
〇
〇
年
五
月
に
実
施
し
た
世
論
調
査
に
お
い
て
も
、「
先
の
戦
争
に
対
す
る
自
分
の
考
え
に
影
響
の
あ
っ
た
メ
デ
ィ
ア
」
と
し
て

「
テ
レ
ビ
」
を
挙
げ
た
割
合
（
複
数
回
答
）
は
三
二
％
で
、「
身
近
な
人
」
三
六
％
に
次
い
で
高
か
っ
た
（
牧
田 

二
〇
〇
〇
）。
さ
ら
に
、
東

京
、
京
都
、
広
島
、
那
覇
の
四
都
市
の
中
学
生
二
年
生
を
対
象
と
し
た
意
識
調
査
に
よ
る
と
、「
第
二
次
世
界
大
戦
の
様
子
に
つ
い
て
誰

か
ら
聞
い
た
か
」
と
い
う
問
い
（
複
数
回
答
）
に
対
し
て
、
二
〇
〇
六
年
に
は
「
先
生
」
が
七
七
％
で
最
も
多
か
っ
た
が
、
二
〇
一
六
年

に
は
「
先
生
」
は
五
六
％
に
減
少
、
代
わ
り
に
〇
六
年
に
は
二
位
だ
っ
た
「
テ
レ
ビ
」
が
二
〇
一
六
年
に
は
二
三
％
増
加
し
て
一
位

（
七
八
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
テ
レ
ビ
の
影
響
力
が
近
年
大
き
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
（
村
上 

二
〇
一
六
（
3
））。

（
三
三
〇
）
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三
七

し
か
し
、
終
戦
関
連
番
組
が
ど
の
く
ら
い
放
送
さ
れ
て
き
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
が
扱
わ
れ
て
き
た
の
か
等
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
殆
ど
研
究
対
象
と
さ
れ
て
お
ら
ず
そ
の
全
体
像
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
戦
後
の
各
節
目
の
年
に
お
け

る
八
月
（
前
半
）
に
終
戦
関
連
番
組
が
、
ど
の
よ
う
に
編
成
・
放
送
さ
れ
て
き
た
の
か
、
ま
た
時
代
に
応
じ
て
傾
向
の
変
化
は
見
ら
れ
る

の
か
と
い
っ
た
諸
点
を
、
テ
レ
ビ
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
お
い
て
特
に
質
・
量
と
も
に
重
要
な
番
組
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
中
心
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
八
月
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
」
が
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
、
ま
た
テ
レ
ビ
は
そ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
等
に
つ
い
て
検

討
す
る
（
二
節
）。
そ
し
て
戦
後
三
〇
年
、
四
〇
年
…
と
い
う
各
節
目
の
年
の
八
月
に
お
け
る
終
戦
関
連
番
組
の
編
成
状
況
に
つ
い
て
、

本
数
、
放
送
時
間
量
、
番
組
ジ
ャ
ン
ル
に
注
目
し
な
が
ら
概
観
す
る
（
第
三
節
）。
そ
の
う
え
で
、
戦
後
の
各
時
期
に
放
送
さ
れ
て
き
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
が
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
き
た
の
か
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
や
傾
向
の
変
化
が
あ
る
の
か
等
に
つ

い
て
分
析
し
（
第
四
節
）、
最
後
に
得
ら
れ
た
知
見
を
ま
と
め
、
今
後
に
向
け
た
研
究
課
題
を
整
理
す
る
（
第
五
節
）。

2
．「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
形
成

⑴　

起
点
と
し
て
の
「
戦
後
一
〇
年
」（
＝
一
九
五
五
年
）

八
月
上
旬
か
ら
一
五
日
前
後
ま
で
の
期
間
に
終
戦
・
戦
争
関
連
の
記
事
・
番
組
が
集
中
的
に
発
信
さ
れ
る
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」

の
起
源
は
一
九
五
〇
年
代
前
半
で
あ
る
（
佐
藤 

二
〇
一
四
）。
新
聞
に
お
い
て
「
終
戦
関
連
」
の
企
画
記
事
が
登
場
し
た
の
は
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
が
発
効
し
た
一
九
五
一
年
で
あ
る
。
こ
の
年
の
八
月
一
五
日
、
朝
日
新
聞
は
「〝
独
立
日
本
〞
初
の
終
戦
記
念
日
に

際
し
」「
地
下
の
〝
終
戦
政
治
の
本
舞
台
〞」「
沖
縄
師
範
健
児
の
最
期
」
と
い
っ
た
特
集
記
事
を
写
真
入
り
で
掲
載
し
て
い
る
。
そ
し
て

（
三
三
一
）
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三
八

以
降
、
同
様
の
ス
タ
イ
ル
で
の
終
戦
関
連
企
画
が
社
会
面
を
中
心
に
恒
例
化
さ
れ
る
。
ラ
ジ
オ
で
も
一
九
五
三
年
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
放
は

終
戦
記
念
日
の
特
別
編
成
を
始
め
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
や
討
論
番
組
、
解
説
番
組
な
ど
を
放
送
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

新
聞
、
放
送
の
各
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
流
れ
が
本
格
化
し
た
の
は
「
戦
後
一
〇
年
」
に
あ
た
る
一
九
五
五
年
で
あ
る
。
同

年
八
月
一
五
日
、
新
聞
各
紙
は
一
斉
に
、
一
面
・
社
会
面
を
中
心
に
「
戦
後
一
〇
年
」
を
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
る
。
朝
日
新
聞
は
一
面

ト
ッ
プ
に
「
き
ょ
う
終
戦
十
周
年
」
と
い
う
記
事
を
掲
載
、「
十
五
日
は
太
平
洋
戦
争
が
終
っ
て
十
周
年
に
当
た
る
日
。
世
界
の
人
類
の

大
半
が
武
器
を
も
っ
て
血
み
ど
ろ
に
戦
っ
た
第
二
次
世
界
大
戦
が
、
日
本
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
に
よ
っ
て
こ
こ
に
平
和
の
鐘
が
全
世
界

に
鳴
り
響
い
た
意
義
深
い
日
で
あ
る
」
と
し
、
世
界
平
和
祈
願
国
民
大
祭
（
東
京
上
野
）、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
東
京
大
会
（
東
京
・
青

年
館
）、
祖
国
復
興
祈
願
祭
（
伊
勢
神
宮
）、
戦
没
英
霊
追
悼
慰
霊
祭
（
大
阪
・
四
天
王
寺
）
な
ど
、
全
国
で
関
連
の
行
事
が
行
わ
れ
る
こ
と

を
報
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
各
紙
と
も
に
社
説
に
お
い
て
「
戦
後
一
〇
年
」
を
論
じ
て
い
る
。
各
紙
の
社
説
の
タ
イ
ト
ル
は
、
朝
日
新
聞

が
「
終
戦
十
周
年
」、
毎
日
新
聞
が
「
終
戦
十
年
に
あ
た
っ
て
（
一
）（
二
）」（
八
月
一
五
日
・
一
六
日
の
連
載
）、
読
売
新
聞
が
「
終
戦
十
年

の
回
顧
と
反
省
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
社
説
は
異
口
同
音
に
、「
終
戦
」
か
ら
の
一
〇
年
の
あ
い
だ
に
、
日
本
の
政
治
・
経

済
・
社
会
の
各
分
野
に
お
い
て
急
激
な
変
化
と
変
革
が
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
、
し
か
し
平
和
国
家
、
民
主
主
義
国
家
の
建
設
と
い
う
目

標
に
対
し
て
は
未
だ
道
半
ば
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
五
五
年
八
月
に
お
い
て
は
、
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
一
〇
周
忌
に
あ
た
る
八
月
六
日
前
後
に
も
朝
日
、
毎
日
、

読
売
の
各
紙
と
も
に
関
連
の
特
集
記
事
や
社
説
を
掲
載
し
て
い
る
。
各
紙
の
社
説
の
タ
イ
ト
ル
は
、
朝
日
新
聞
が
「
原
爆
十
周
年
に
想

う
」、
毎
日
新
聞
が
「
原
子
力

│
人
間
の
破
壊
か
繁
栄
か
」（
八
月
五
日
掲
載
）、
読
売
新
聞
が
「
原
爆
被
災
十
周
年
に
際
し
て
」
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
社
説
に
お
い
て
も
各
紙
共
通
の
論
調
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
原
爆
投
下
に
よ
る
多
大
な
犠
牲
者
の
霊
を
供
養

（
三
三
二
）
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三
九

す
る
と
と
も
に
、
悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
原
水
爆
を
禁
止
す
る
運
動
を
発
展
さ
せ
、
核
軍
縮
を
実
現
す
る
こ
と
、
そ
し
て

平
和
な
国
際
秩
序
の
実
現
を
誓
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ラ
ジ
オ
に
お
い
て
も
一
九
五
五
年
に
は
、
各
局
が
終
戦
関
連
番
組
を
大
規
模
な
形
で
特
別
編
成
し
て
い
る
。
八
月
六
日
の
「
広
島
原
爆

の
日
」
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
第
一
）
と
文
化
放
送
が
「
平
和
祈
念
式
典
」
の
実
況
中
継
放
送
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
関
連
の
録
音
構
成
番
組

や
討
論
番
組
な
ど
を
放
送
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
五
日
の
「
終
戦
の
日
」
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
二
本
の
特
別
番
組
『
終
戦
の
日
と
私
＝
藤
山

愛
一
郎
、
辻
政
信
、
高
峰
秀
子
ほ
か
』『
座
談
会　

今
日
の
日
本
・
明
日
の
日
本
〜
こ
の
十
年
の
回
顧
か
ら
＝
吉
田
茂
、
下
村
宏
、
小
泉

信
三
』
を
放
送
、
民
放
も
『
あ
れ
か
ら
十
年
特
攻
隊
そ
の
後
・
花
ふ
た
た
び
＝
向
井
真
理
子
』（
ラ
ジ
オ
東
京
）、『
青
空
会
議
、
こ
れ
か
ら

の
日
本
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
』（
文
化
放
送
）
と
い
う
終
戦
関
連
番
組
を
放
送
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
「
戦
後
一
〇
年
」
の
一
九
五
五
年
か
ら
本
格
化
し
定
着
し
た
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
は
、
八
月
六
日
の
「
広
島

原
爆
の
日
」
お
よ
び
八
月
一
五
日
の
「
終
戦
記
念
日
」
を
中
心
に
、
①
戦
争
の
犠
牲
者
を
弔
い
、
②
戦
争
を
反
省
し
、
③
平
和
へ
の
誓
い

を
新
た
に
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
基
調
と
す
る
日
本
独
自
の
メ
デ
ィ
ア
・
言
論
空
間
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

⑵　

テ
レ
ビ
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」

日
本
で
テ
レ
ビ
放
送
が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
五
三
年
で
あ
る
。
同
年
二
月
一
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
、
八
月
二
八
日
に
日
本
テ
レ
ビ
が
本
放
送

を
開
始
し
て
い
る
。
テ
レ
ビ
放
送
に
お
い
て
も
当
初
か
ら
、「
終
戦
の
日
」
前
後
に
は
終
戦
関
連
番
組
が
制
作
・
放
送
さ
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
こ
の
年
の
八
月
八
日
、
一
五
日
、
二
九
日
の
三
回
に
渡
っ
て
『
話
の
カ
レ
ン
ダ
ー
・
終
戦
八
年
の
歩
み
（
一
）
〜
（
三
）
＝

殿
木
圭
一
・
浜
田
健
二
』
を
放
送
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
に
お
い
て
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
が
本
格
化
し
始
め
る

（
三
三
三
）
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四
〇

一
九
五
五
年
の
八
月
一
五
日
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
『
終
戦
十
年
│
終
戦
記
念
日
特
集
│
映
画
『
戦
後
十
年
の
歩
み
』・
追
憶
談
・
座
談
会
』

と
い
う
五
七
分
の
特
集
番
組
を
放
送
し
て
い
る
。
ま
た
日
本
テ
レ
ビ
は
『
特
集
・
戦
後
十
年
』
を
、
そ
し
て
Ｋ
Ｒ
テ
レ
ビ
（
現
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）

も
『
講
談
・
終
戦
秘
話
』、『
ル
ポ
・
十
才
の
平
和
国
家
』
と
い
う
番
組
を
そ
れ
ぞ
れ
夜
七
時
台
に
放
送
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
当
時
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
主
役
は
あ
く
ま
で
ラ
ジ
オ
で
あ
っ
た
。
草
創
期
に
お
け
る
テ
レ
ビ
は
販
売
価
格
が
高
価
な
た

め
所
有
者
が
少
な
く
、
多
く
の
人
び
と
は
「
街
頭
テ
レ
ビ
」
や
飲
食
店
、
近
所
の
富
裕
層
の
自
宅
な
ど
で
娯
楽
番
組
を
楽
し
む
と
い
う
の

が
テ
レ
ビ
視
聴
の
一
般
的
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。
放
送
時
間
も
短
く
、
放
送
が
始
ま
っ
た
一
九
五
三
年
二
月
に
お
け
る
一
日
の
放
送
時

間
は
、
昼
前
後
の
一
時
間
半
（
一
二
時
〜
一
三
時
半
）
と
夕
方
か
ら
の
二
時
間
半
（
一
八
時
半
〜
二
一
時
）、
計
四
時
間
し
か
な
か
っ
た
（
日
本

放
送
協
会
編 

二
〇
〇
一
）。
ま
た
、
テ
レ
ビ
局
も
一
九
五
五
年
当
時
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
日
本
テ
レ
ビ
、
Ｋ
Ｒ
Ｔ
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）
の
三
局
し
か
存
在

せ
ず
、
放
送
エ
リ
ア
は
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
を
中
心
と
す
る
都
市
部
に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
事
情
を
背
景
に
、
テ
レ
ビ
の
普

及
率
は
一
九
五
三
年
度
末
で
〇
・
一
％
、
翌
五
四
年
度
末
で
〇
・
三
％
、
五
五
年
度
末
で
〇
・
九
％
と
当
初
数
年
間
は
低
水
準
の
ま
ま
で

あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
時
期
の
終
戦
関
連
番
組
は
本
数
・
時
間
が
少
な
い
だ
け
で
な
く
視
聴
者
も
極
め
て
限
ら
れ
て
お
り
、
影
響
は
限

定
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
番
組
内
容
に
つ
い
て
も
そ
の
詳
細
を
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
当
時
の
新
聞
の
「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ

欄
」
は
ラ
ジ
オ
番
組
表
が
メ
イ
ン
で
あ
り
、
テ
レ
ビ
番
組
表
は
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
わ
ず
か
一
四
〜
五
行
ず
つ
の
簡
素
な
記
述
に
留

ま
っ
て
い
る
た
め
、
知
り
得
る
の
は
番
組
タ
イ
ト
ル
と
放
送
時
間
の
み
で
あ
る
（
4
）

。

そ
の
後
、
テ
レ
ビ
の
普
及
率
が
急
上
昇
を
始
め
る
の
は
、
日
本
社
会
が
高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
る
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
で
あ
る
。

一
九
五
八
年
に
普
及
率
が
一
〇
％
を
超
え
る
と
、
五
九
年
に
は
二
三
・
六
％
、
六
〇
年
に
は
四
四
・
七
％
ま
で
急
増
、
そ
し
て
翌
六
一
年
に

は
過
半
数
超
の
六
二
・
五
％
に
達
す
る
。
こ
の
時
期
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
放
各
局
の
放
送
時
間
も
拡
大
さ
れ
て
い
き
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば

（
三
三
四
）



テ
レ
ビ
に
お
け
る
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
歴
史
的
展
開
（
米
倉
）

四
一

ま
で
に
朝
六
時
か
ら
二
四
時
ま
で
の
「
全
日
化
」
が
順
次
達
成
さ
れ
る
。
放
送
エ
リ
ア
も
拡
大
し
て
い
き
、
一
九
六
二
年
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総

合
テ
レ
ビ
が
全
国
の
八
二
％
を
カ
バ
ー
、
民
放
も
全
国
で
四
三
社
八
二
局
と
な
っ
た
。
一
九
六
一
年
、
加
速
度
的
に
普
及
を
続
け
る
テ
レ

ビ
の
受
信
契
約
件
数
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
が
ラ
ジ
オ
の
そ
れ
を
上
回
り
、
テ
レ
ビ
が
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
主
役
と
な
る
。
そ
し
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
た
一
九
六
四
年
に
は
テ
レ
ビ
の
世
帯
普
及
率
は
九
割
近
く
（
八
七
・
八
％
）
に
達
し
、
一
九
六
〇
年
当
時
は
一
日
あ
た
り
一

時
間
弱
だ
っ
た
日
本
人
の
平
均
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
は
三
時
間
近
く
に
増
加
、
逆
に
一
時
間
半
だ
っ
た
ラ
ジ
オ
の
平
均
聴
取
時
間
は
六
五
年

に
は
三
〇
分
弱
に
減
少
し
て
い
る
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
編 

二
〇
〇
三
）。

「
戦
後
二
〇
年
」
に
あ
た
る
一
九
六
五
年
八
月
、
テ
レ
ビ
は
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
規
模
で
終
戦
関
連
番
組
を
編
成
・
放
送
し
て
い
る
。

後
に
詳
し
く
み
る
よ
う
に
、
そ
の
数
は
三
一
本
に
上
り
、
そ
の
後
の
各
節
目
の
年
と
同
程
度
の
水
準
に
な
っ
て
い
る
。
新
聞
、
ラ
ジ
オ
に

よ
る
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
が
一
九
五
五
年
を
起
点
と
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
テ
レ
ビ
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
は
、
こ

の
一
九
六
五
年
に
本
格
化
し
た
と
い
え
る
。

⑶　

メ
デ
ィ
ア
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」

と
こ
ろ
で
、「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
社
会
的
影
響
力
の
大
き
さ
が
指
摘
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
れ
が
あ
る
種
の

「
メ
デ
ィ
ア
イ
ベ
ン
ト
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
功
罪
を
指
摘
す
る
論
者
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
保
坂
正
康
（
二
〇
〇
六
）
は
、「
八
月

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
が
日
本
の
敗
戦
を
記
念
し
て
戦
争
終
結
の
喜
び
と
新
た
に
不
戦
を
誓
う
「
記
念
月
間
」
と
し
て
他
国
に
は
見
ら
れ
な

い
「
独
自
の
歴
史
空
間
」
を
形
成
し
て
き
た
と
し
つ
つ
も
、
実
際
に
は
形
骸
化
・
儀
式
化
が
進
ん
で
い
る
側
面
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

保
坂
に
よ
れ
ば
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
は
、
八
月
一
五
日
正
午
の
時
報
に
あ
わ
せ
て
甲
子
園
球
児
た
ち
が
行
う
一
分
間
の
黙
と
う
の

（
三
三
五
）
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四
二

よ
う
な
「
夏
の
風
物
詩
」
的
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
単
に
「
底
の
浅
い
非
戦
論
」
が
再
生
産
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
佐
藤

卓
己
（
二
〇
一
四
）
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
は
降
伏
文
書
調
印
が
行
わ
れ
た
九
月
二
日
で
あ
る
は
ず
の
「
終
戦
の
日
」
が
八

月
一
五
日
と
な
っ
た
歴
史
的
経
緯
と
そ
の
政
治
性
を
指
摘
し
、
精
霊
流
し
や
送
り
火
で
死
者
の
霊
を
弔
っ
て
き
た
「
お
盆
」
と
重
な
る
時

期
に
終
戦
記
念
行
事
を
行
う
こ
と
は
「
一
つ
の
合
理
主
義
」
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
こ
と
が
八
月
一
五
日
を
「
内
向
き
の
終
戦
記
念

日
」
に
し
て
し
ま
い
、
結
果
的
に
戦
争
責
任
問
題
や
歴
史
認
識
問
題
を
め
ぐ
る
周
辺
国
と
の
対
話
の
回
路
や
可
能
性
を
閉
ざ
し
て
き
た
面

が
あ
る
と
批
判
す
る
（
5
）

。

な
お
、「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
自
体
を
主
題
的
に
分
析
し
た
研
究
は
多
く
な
い
。
上
記
の
佐
藤
卓
己
の
研
究
以
外
で
は
、
坪
井
秀

人
（
二
〇
〇
五
）
が
戦
後
五
〇
年
（
一
九
九
五
年
）
か
ら
戦
後
一
〇
年
（
一
九
九
五
年
）
へ
と
遡
行
す
る
形
で
新
聞
の
戦
争
関
連
記
事
に
関
す

る
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
小
寺
敦
之
ら
（
二
〇
〇
七
）
は
、
戦
後
六
〇
年
の
二
〇
〇
五
年
に
日
本
・
中
国
・
韓
国
・
台
湾
の
主
要
紙

が
戦
後
六
〇
年
を
ど
う
報
道
し
た
か
に
つ
い
て
の
国
際
比
較
研
究
を
行
な
い
、
各
国
（
地
域
）
に
お
け
る
「
戦
争
」
や
「
終
戦
」
が
持
つ

意
味
内
容
の
差
異
や
そ
の
社
会
・
文
化
的
背
景
な
ど
を
分
析
し
て
い
る
。
一
方
、
テ
レ
ビ
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
は
、

一
九
九
五
年
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
が
日
本
を
含
む
各
国
の
放
送
メ
デ
ィ
ア
が
「
戦
後
五
〇
年
」
に
つ
い
て
ど
う
報
道
し
た
の
か

等
に
つ
い
て
の
国
際
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
る
（
河
野
・
森
口
ほ
か 

一
九
九
七
、
原
・
服
部
・
斉
藤 

一
九
九
七
、
Ｅ
．ク
ラ
ウ
ス
・
橋
本 

一
九
九
六
な
ど
）。
し
か
し
そ
れ
以
降
、
テ
レ
ビ
に
よ
る
戦
後
六
〇
年
、
戦
後
七
〇
年
の
報
道
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
調
査
研
究
は
行
わ

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
番
組
が
戦
争
を
ど
の
よ
う
に
表
象
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
は
桜
井
均
（
二
〇
〇
五
）
に
よ
る
研
究
が
あ
る

が
、
対
象
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
が
中
心
で
あ
り
、「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
観
点
か
ら
網
羅
的
・
実
証
的
に

研
究
し
た
も
の
で
は
な
い
。

（
三
三
六
）



テ
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八
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史
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）

四
三

3
．
テ
レ
ビ
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
編
成
史

⑴　

編
成
史
分
析
の
方
法
・
対
象

本
節
で
は
、
テ
レ
ビ
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
お
け
る
終
戦
関
連
番
組
の
編
成
に
つ
い
て
、
そ
の
時
期
ご
と
の
概
要
を
明
ら
か

に
す
る
。
対
象
は
、
テ
レ
ビ
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
一
九
六
五
年
（
戦
後
二
〇
年
）
か
ら
二
〇
一
五
年
（
戦

後
七
〇
年
）
ま
で
の
一
〇
年
ご
と
の
各
年
に
放
送
さ
れ
た
終
戦
関
連
番
組
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
年
の
八
月
前
半
（
一
日
〜
一
六

日
）
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
総
合
テ
レ
ビ
、
Ｅ
テ
レ
）、
民
放
五
局
（
日
本
テ
レ
ビ
、
テ
レ
ビ
朝
日
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
、
テ
レ
ビ
東
京
）
で
全
国
放
送

さ
れ
た
終
戦
関
連
番
組
に
つ
い
て
、
本
数
、
放
送
時
間
量
、
お
よ
び
番
組
ジ
ャ
ン
ル
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
か
を
分
析
す
る
（
6
）

。
な

お
、
対
象
番
組
に
は
終
戦
や
戦
争
関
連
の
テ
ー
マ
を
主
題
的
に
扱
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
討
論
番
組
、
ド
ラ
マ
、
映
画
・
ア
ニ
メ
な

ど
を
含
む
。
ま
た
、
定
時
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
・
情
報
番
組
は
「
番
組
」
に
は
含
ま
な
い
が
、
そ
れ
ら
が
終
戦
・
戦
争
関
連
で
拡
大
版
（
特

集
版
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
版
）
と
し
て
放
送
さ
れ
た
も
の
は
対
象
と
し
た
（
7
）

。

⑵　

本
数
・
時
間
の
推
移

表
1
は
、
一
九
六
五
年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
一
〇
年
ご
と
の
八
月
前
半
に
放
送
さ
れ
た
終
戦
関
連
番
組
の
本
数
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
対
象
と
し
た
年
に
放
送
さ
れ
た
終
戦
関
連
番
組
の
本
数
は
計
二
二
〇
本
で
あ
る
。
年
ご
と
の
本
数
を
み
る
と
、
一
九
六
五
年
が

三
一
本
で
、
以
降
、
一
九
七
五
年
・
三
八
本
、
一
九
八
五
年
・
二
七
本
、
一
九
九
五
年
・
四
六
本
、
二
〇
〇
五
年
・
三
四
本
、
二
〇
一
五

年
・
四
四
本
と
推
移
し
て
い
る
（
8
）

。「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
自
体
、「
〇
周
年
」
と
い
っ
た
節
目
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
関
連
テ
ー
マ
を
集
中

（
三
三
七
）
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四
四

的
に
報
道
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
周
年
報
道
」
的
性
格
を
持
つ
が
、
中
で
も

特
に
三
〇
、
五
〇
、
七
〇
周
年
の
各
周
年
に
お
い
て
特
に
大
き
な
規
模
に

な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
こ
の
傾
向
は
民
放
（
五
局
）
の

動
向
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
（
図
1
参
照
）。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
最
も
本
数
が

多
い
の
は
二
〇
〇
五
年
（
戦
後
六
〇
年
）
の
二
六
本
で
あ
り
、
二
〇
年
周

期
で
の
増
減
と
い
う
傾
向
は
な
い
。
民
放
（
五
局
）
は
、
二
七
本

（
一
九
六
五
年
）、
二
七
本
（
一
九
七
五
年
）、
一
六
本
（
一
九
八
五
年
）、
三
一

本
（
一
九
九
五
本
）、
八
本
（
二
〇
〇
五
年
）、
二
五
本
（
二
〇
一
五
年
）
と
推

移
し
て
お
り
、
一
九
七
五
年
以
降
、
二
〇
年
周
期
で
増
減
が
繰
り
返
さ
れ

る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
放
を
合
わ
せ
た
全
体
の
本
数
が
最
も

多
か
っ
た
の
は
一
九
九
五
年
の
四
六
本
で
、
時
間
に
す
る
と
四
三
〇
一
分
、

す
な
わ
ち
七
一
時
間
を
超
え
る
終
戦
関
連
番
組
が
放
送
さ
れ
て
い
た
。
次

に
多
い
の
が
二
〇
一
五
年
の
四
四
本
（
三
五
九
二
分
）
と
な
っ
て
い
る
。

局
別
で
は
、
一
九
六
五
年
に
は
テ
レ
ビ
東
京
（
東
京
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
当

時
）
が
最
も
多
く
一
四
本
（
九
七
六
分
）
の
番
組
を
放
送
し
て
い
る
（
9
）

。

一
九
七
五
年
以
降
で
は
、
い
ず
れ
の
年
に
お
い
て
も
本
数
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が

最
も
多
く
、
特
に
最
近
に
お
い
て
そ
の
傾
向
は
顕
著
で
あ
る
。
例
え
ば
、

表 1　終戦関連番組の本数・時間量の推移（局別・全体）
（上段＝本数、下段＝放送時間量（分））

全体 NHK 日本テレビ テレ朝
（NET） TBS フジテレビ テレビ東京

1965 年
31 本 3 1 2 7 4 14
1753 分 120 30 135 316 176 976

1975 年
38 11 5 4 9 7 2
1854 555 290 144 340 435 90

1985 年
27 11 3 1 7 0 5
2244 790 139 138 703 0 474

1995 年
46 15 7 11 8 1 4
4301 801 581 1549 836 144 390

2005 年
34 24 3 3 1 1 0
2820 2078 275 225 173 129 0

2015 年
44 19 5 9 6 1 4
3592 973 329 738 807 250 495

計
219 82 24 30 37 14 29
16564 5257 1644 2929 3175 1134 2425

（
三
三
八
）



テ
レ
ビ
に
お
け
る
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
歴
史
的
展
開
（
米
倉
）

四
五

二
〇
〇
五
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
が
本
数
・
時
間
量
と
も
に
全
体
の
七
割
を
超
え
て
い

る
（
二
六
本
・
二
〇
七
八
分
）。
ま
た
、
二
〇
一
五
年
で
も
四
四
本
の
終
戦
関
連
番
組

の
う
ち
一
九
本
（
四
三
％
）
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
あ
る
。

⑶　

番
組
ジ
ャ
ン
ル
の
推
移

次
に
番
組
ジ
ャ
ン
ル
の
推
移
を
見
て
い
く
（
表
2
）。
ど
の
年
に
お
い
て
も
本

数
・
放
送
時
間
量
が
多
い
の
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
で
あ
る
。
そ
の
本
数
は
、

一
九
九
五
年
が
最
も
多
く
二
七
本
、
最
も
少
な
い
一
九
八
五
年
で
も
一
三
本
が
放
送

さ
れ
て
い
る
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
合
計
本
数
は
一
一
八
本
で
、
こ
れ
は
対
象
と

し
た
全
番
組
（
二
二
〇
本
）
の
約
半
数
を
占
め
て
い
る
。
放
送
時
間
量
で
も
す
べ
て

の
年
に
お
い
て
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
最
も
長
い
。
特
に
一
九
九
五
年
に
放
送
さ
れ

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
放
送
時
間
量
は
二
二
〇
〇
分
（
約
三
七
時
間
）
に
及
ん
で

い
る
。
対
象
と
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
一
一
九
本
の
合
計
放
送
時
間
量
は

七
二
九
三
分
（
約
一
二
二
時
間
）
で
、
こ
れ
は
今
回
対
象
と
し
た
全
番
組
（
計
二
二
〇

本
）
の
合
計
放
送
時
間
量
の
約
四
三
％
で
あ
る
。
今
回
の
分
析
対
象
に
し
て
い
な
い

ニ
ュ
ー
ス
番
組
・
情
報
番
組
を
除
く
と
、
テ
レ
ビ
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に

お
い
て
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
中
心
的
な
番
組
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

図 1　終戦関連番組の本数の推移（NHK・民放別）

（
三
三
九
）



政
経
研
究　

第
五
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

四
六

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
次
い
で
、
放
送
本
数
・
時
間
量
が
多
い
の
は
、

全
国
戦
没
者
追
悼
式
な
ど
終
戦
関
連
の
式
典
中
継
や
ニ
ュ
ー
ス
・
情
報
番

組
の
拡
大
版
（
特
集
版
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
版
）
な
ど
を
含
む
「
そ
の
他
」（
四
八

本
・
二
八
三
三
分
）
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
い
て
「
ド
ラ
マ
」
と
「
映
画
・

ア
ニ
メ
」
が
放
送
本
数
が
と
も
に
二
二
本
で
並
ん
で
い
る
。
放
送
時
間
量

で
は
ド
ラ
マ
が
合
計
二
三
六
四
分
、
映
画
・
ア
ニ
メ
が
二
四
五
九
分
で
あ

る
。「
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
対
し
て
、

ド
ラ
マ
と
映
画
・
ア
ニ
メ
を
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
ま
と
め
る
と
、

「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
の
合
計
本
数
は
四
四
本
、
放
送
時
間
量
は
四
八
二
三

分
（
約
八
〇
時
間
）
で
あ
り
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）

に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
対
象
番
組
全
体
に
占
め
る
割
合
は
時
間
量
ベ
ー

ス
で
は
約
三
〇
％
と
い
う
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
を
あ
わ
せ
る
と
、
本
数
で
全

体
の
約
七
三
％
、
放
送
時
間
量
で
七
一
％
を
占
め
て
い
る
。

表
3
は
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
と
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
ド
ラ
マ
＋
映

画
・
ア
ニ
メ
）」
の
本
数
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
民
放
（
五
局
）
を
比
較
し

た
も
の
で
あ
る
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
五
三
本
に
対
し

表 2　終戦関連番組の本数・放送時間量の推移（ジャンル別）
（上段＝本数、下段＝放送時間（分）

全体 ①ドキュメンタリー ②ドラマ ③映画・アニメ ④討論 ⑤その他
（式典中継含む）

1965 年
31 本 16 6 4 3 2
1753 分 525 326 362 480 60

1975 年
38 21 0 2 0 15
1854 935 0 230 0 689

1985 年
27 13 3 6 0 5
2244 830 308 806 0 300

1995 年
46 27 3 5 1 10
4301 2200 376 654 360 711

2005 年
34 19 3 3 3 6
2820 1326 398 246 480 370

2015 年
44 24 7 2 1 10
3592 1537 956 161 235 703

計
220 119 22 22 9 48
16564 7293 2364 2459 1615 2833

（
三
四
〇
）



テ
レ
ビ
に
お
け
る
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
歴
史
的
展
開
（
米
倉
）

四
七

て
民
放
は
六
六
本
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
ド
ラ
マ
＋
映
画
・
ア
ニ
メ
）」
で

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
六
本
に
対
し
て
民
放
が
三
八
本
と
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
次
ぐ
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
ド
ラ
マ
お
よ
び
映
画
・
ア
ニ
メ
と
い
う
「
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
」
の
分
野
は
、
主
と
し
て
民
放
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
テ
レ
ビ
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
で
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
ド
ラ
マ
、

映
画
・
ア
ニ
メ
が
中
心
的
な
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
制
作
・
放
送
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ

で
は
、
こ
れ
ら
の
終
戦
関
連
番
組
に
お
い
て
戦
争
の
ど
の
よ
う
な
側
面
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
上

げ
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
テ
ー
マ
や
切
り
口
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
や
傾
向
が
あ
り
、
そ
れ

ら
に
は
時
系
列
的
に
み
る
と
何
ら
か
の
変
化
が
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
、
そ
の
諸
相

を
各
年
の
社
会
的
状
況
や
終
戦
関
連
の
新
聞
報
道
の
内
容
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
テ
レ
ビ
の

「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
お
け
る
主
要
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
に
絞
っ

て
分
析
・
検
討
す
る
。

4
．
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
の
展
開

⑴　

一
九
六
五
年
（
戦
後
二
〇
年
）

先
述
の
よ
う
に
、
戦
後
二
〇
年
に
あ
た
る
一
九
六
五
年
は
テ
レ
ビ
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

表 3　 ドキュメンタリーとフィクション（ドラマ＋映画・アニメ）の本数（NHK、民放）
ドキュメンタリーの本数 フィクション（ドラマ＋映画・アニメ）の本数

全体 NHK 民放 全体 NHK 民放
1965 年 16 2 14 10 1 9
1975 年 21 7 14 2 0 2
1985 年 13 5 8 9 1 8
1995 年 27 12 15 8 0 8
2005 年 19 16 3 6 2 4
2015 年 24 12 12 9 2 7
計 120 54 66 44 6 38

（
三
四
一
）
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第
五
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

四
八

ム
」
が
本
格
化
し
た
年
で
あ
る
。
前
年
の
一
九
六
四
年
に
東
京
五
輪
を
開
催
し
た
日
本
は
当
時
、
高
度
経
済
成
長
の
た
だ
中
に
あ
っ
た
。

テ
レ
ビ
放
送
が
始
ま
っ
て
か
ら
一
二
年
が
経
過
し
た
こ
の
年
、
テ
レ
ビ
の
普
及
率
は
す
で
に
九
〇
％
を
超
え
て
本
格
的
な
「
テ
レ
ビ
時

代
」
が
到
来
し
て
い
た
。
テ
レ
ビ
各
局
が
朝
〜
昼
の
時
間
帯
に
い
わ
ゆ
る
「
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
」
を
開
発
し
て
放
送
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、『
木
島
則
夫
シ
ョ
ー
』（
Ｎ
Ｅ
Ｔ
・
一
九
六
四
年
〜
）、『
ス
タ
ジ
オ
102
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・

一
九
六
五
年
〜
）、『
小
川
宏
シ
ョ
ー
』（
フ
ジ
テ
レ
ビ
・
一
九
六
五
年
〜
）、『
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
シ
ョ
ー
』（
Ｎ
Ｅ
Ｔ
・
一
九
六
五
年
〜
）、『
11
Ｐ
Ｍ
』

（
日
本
テ
レ
ビ
・
一
九
六
五
年
〜
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
戦
争
に
関
連
す
る
時
代
状
況
と
し
て
は
、
ト
ン
キ
ン
湾
事
件
（
一
九
六
四
年
）
を

き
っ
か
け
に
ア
メ
リ
カ
が
本
格
的
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
の
介
入
を
始
め
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
日
本
で
は
一
九
六
五
年
四
月
に
「
ベ
平

連
（
＝
ベ
ト
ナ
ム
に
平
和
を
！
市
民
文
化
団
体
連
合
）」
が
発
足
し
て
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
が
展
開
さ
れ
始
め
て
い
た
。
ま
た
、
第
二
次
池
田

隼
人
内
閣
は
一
九
六
三
年
五
月
に
、
そ
れ
ま
で
場
所
・
時
期
と
も
に
変
則
的
に
実
施
さ
れ
て
い
た
第
二
次
世
界
大
戦
の
「
全
国
戦
没
者
追

悼
式
」
に
つ
い
て
、
八
月
一
五
日
を
「
終
戦
記
念
日
」
と
し
て
実
施
す
る
実
施
要
領
を
閣
議
決
定
し
、
同
年
か
ら
八
月
一
五
日
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
年
の
八
月
前
半
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
放
は
、
あ
わ
せ
て
三
〇
本
の
終
戦
関
連
番
組
を
編
成
・
放
送
し
て
い
る
。
ジ
ャ
ン
ル
別
で
は
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
最
も
多
く
一
六
本
と
過
半
数
を
占
め
、
以
下
、
ド
ラ
マ
が
六
本
、
映
画
・
ア
ニ
メ
四
本
、
討
論
番
組
三
本
、
そ
の
他

二
本
と
な
っ
て
い
る
。
表
4
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
に
つ
い
て
、
局
・
放
送
日
・
時
間
量
・
タ
イ
ト
ル
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
・
被
爆
を
テ
ー
マ
に
し
た
番
組
の
多
さ
で
あ
る
。
一
六
本
の
う
ち
の
六
本
が
原
爆
・
被

爆
関
連
の
番
組
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
番
組
は
い
ず
れ
も
原
爆
に
よ
る
被
害
の
実
相
、
生
き
残
っ
た
被
害
者
の
そ
の
後
の
「
原
爆
症
」
な
ど

に
よ
る
苦
し
み
な
ど
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
、
そ
の
後
長
く
続
く
「
原
爆
も
の
」
の
番
組
の
基
本
的
な
形
が
す
で
に
こ
の
時
期
に
出
来
上

（
三
四
二
）



テ
レ
ビ
に
お
け
る
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
歴
史
的
展
開
（
米
倉
）

四
九

が
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
例
え
ば
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
こ
の
年
に
放
送
し
た
二

本
の
番
組
は
と
も
に
原
爆
・
被
爆
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。『
現
代

の
映
像
・
戦
後
二
〇
年
「
ド
ー
ム
の
二
〇
年
」』（
八
月
六
日
）
は
、

原
爆
投
下
当
時
の
姿
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る
原
爆
ド
ー
ム
に
広
島
市
民

が
寄
せ
る
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
伝
え
る
と
い
う
番
組
で
あ
る
。『
あ

る
人
生
「
い
の
ち
あ
る
日
日
」』（
八
月
一
五
日
）
は
人
物
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
で
、
長
崎
で
被
爆
し
家
族
も
失
っ
た
人
物
が
、
自
身
も
原

爆
症
の
治
療
を
受
け
な
が
ら
浦
上
天
主
堂
の
助
任
司
祭
と
し
て
被
爆

者
達
の
た
め
に
奔
走
す
る
日
々
を
描
い
て
い
る
。
民
放
で
は
、『
こ

こ
に
生
き
る
「
不
屈
の
人
々
│
1
9
6
5
・
ヒ
ロ
シ
マ
」』（
日
本
テ

レ
ビ
・
八
月
一
〇
日
）
は
、
原
爆
患
者
の
治
療
に
あ
た
る
原
爆
病
院
院

長
の
日
々
を
追
っ
た
番
組
、『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
「
長
崎
の
記
録
」』

（
東
京
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
八
月
九
日
）
は
、
被
爆
直
後
四
〇
日
間
の
長
崎

の
様
子
を
克
明
に
撮
影
し
た
写
真
を
紹
介
し
、
当
時
の
被
害
の
実
相

を
振
り
返
る
と
い
う
番
組
で
あ
る
。
な
お
、
原
爆
・
被
爆
を
テ
ー
マ

に
し
た
番
組
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
以
外
に
も
、
ド
ラ
マ
と
映
画

で
合
わ
せ
て
三
本
放
送
さ
れ
て
い
る
。
ド
ラ
マ
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
あ
る

表 4　終戦関連のドキュメンタリー（1965 年 8 月 1 日～ 16 日）

局 放送日 時間量
（分） タイトル

テレビ東京 8月 3日 30 ドキュメント・日本1965「ヒロシマは生きている」
テレビ東京 8月 4日 30 ドキュメンタリー・海ゆかば「ペリリュー島の攻防」
TBS 8 月 5 日 30 20 世紀の記録「ヒロシマへの道」
日テレ 8月 5日 30 ここに生きる「不屈の人々─ 1965・ヒロシマ」
NHK 8 月 6 日 30 現代の映像「戦後20年」
テレビ東京 8月 9日 30 ドキュメント「長崎の記録」
TBS 8 月 10 日 30 カメラ・ルポルタージュ「小さな歴史～ある疎開児童の絵日記から～」
テレビ東京 8月 10 日 30 ドキュメンタリーああ世界大戦「インパール大作戦の真相」
テレビ東京 8月 10 日 30 ドキュメント・日本1965「生きている戦争」
テレビ東京 8月 11 日 30 ドキュメンタリー・海ゆかば「レイテ沖海戦」
TBS 8 月 12 日 30 20 世紀の記録「真珠湾攻撃の前夜」
テレビ東京 8月 12 日 30 私の昭和史「玉音版奪取事件」
テレビ東京 8月 12 日 30 日本の軍事力
NET 8 月 15 日 75 終戦記念番組「海兵第73期生その20年の歩み」
NHK 8 月 15 日 30 ある人生「いのちある日日」
フジ 8月 15 日 30 世界は動く「世界の中の日本（前編）～敗戦から講和まで」

（
三
四
三
）
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第
五
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

五
〇

愛
と
死
』（
東
京
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
八
月
六
日
）
は
、
結
婚
を
目
前
に
死
ん
だ
若
い
被
爆
者
の
男
女
の
悲
劇
を
実
話
に
基
づ
い
て
ド
ラ
マ
化
し

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
映
画
で
は
、
東
京
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
『
原
爆
の
子
』（
新
藤
兼
人
監
督
・
一
九
五
二
年
）、『
生
き
て
い
て
よ
か
っ

た
』（
亀
井
文
夫
監
督
・
一
九
五
六
年
）
と
い
う
二
作
品
を
と
も
に
八
月
六
日
に
放
送
し
て
い
る
。

な
お
、
原
爆
関
連
で
は
当
時
、
戦
後
日
本
の
平
和
運
動
の
牽
引
役
で
も
あ
っ
た
「
原
水
爆
禁
止
運
動
」
が
、
内
紛
と
分
裂
を
繰
り
返
し

て
い
た
と
い
う
時
代
状
況
が
あ
っ
た
。
反
核
・
平
和
運
動
組
織
と
し
て
一
九
五
五
年
に
発
足
し
た
「
原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会
（
＝
原
水

協
）」
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
東
西
冷
戦
と
米
ソ
の
核
軍
拡
競
争
へ
の
立
場
の
違
い
を
背
景
に
、
社
会
党
・
総
評
系
と
共
産
党
系

と
の
間
で
路
線
対
立
が
顕
在
化
し
、
一
九
六
五
年
二
月
、
社
会
党
系
が
「
原
水
爆
禁
止
日
本
国
民
会
議
（
＝
原
水
禁
）」
を
結
成
、
以
降
、

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
も
原
水
協
系
、
原
水
禁
系
が
別
々
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
井
伏
鱒
二
の
『
黒
い
雨
』、
大
江
健
三
郎
の

『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ノ
ー
ト
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
も
一
九
六
五
年
で
、
そ
れ
ら
を
め
ぐ
る
批
評
や
議
論
に
お
い
て
も
原
水
爆
禁
止
運
動
を
め
ぐ

る
党
派
対
立
や
ス
タ
ン
ス
の
違
い
が
関
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
年
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
で
、
そ
う
し
た
複
雑
な
状
況
を
主

題
的
に
取
り
上
げ
た
り
、
掘
り
下
げ
た
り
す
る
よ
う
な
番
組
は
な
か
っ
た
。

「
原
爆
も
の
」
以
外
で
目
立
つ
の
は
、
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
戦
闘
・
攻
防
戦
の
模
様
を
振
り
返
る
「
戦
記
も
の
」
と
言
え
る
よ
う
な

番
組
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、『
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
海
ゆ
か
ば
「
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
の
攻
防
」』（
東
京
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
八
月
四
日
）、『
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
あ
あ
世
界
大
戦
「
イ
ン
パ
ー
ル
大
作
戦
の
真
相
」』（
東
京
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
八
月
一
〇
日
）、『
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・

海
ゆ
か
ば
「
レ
イ
テ
沖
海
戦
」』（
東
京
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
八
月
一
一
日
）、『
20
世
紀
の
記
録
「
真
珠
湾
攻
撃
の
前
夜
」』（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
・
一
二
日
）

の
四
本
が
該
当
す
る
。
さ
ら
に
、「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
お
け
る
定
番
の
題
材
の
一
つ
と
言
え
る
の
が
、
戦
時
中
の
市
民
生
活
・

活
動
を
追
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
、
富
山
県
で
疎
開
生
活
を
送
っ
た
東
京
女
高
師
範
附
属
国

（
三
四
四
）



テ
レ
ビ
に
お
け
る
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
歴
史
的
展
開
（
米
倉
）

五
一

民
学
校
の
女
子
児
童
の
絵
日
記
を
も
と
に
戦
時
中
の
子
供
達
の
生
活
を
描
い
た
『
カ
メ
ラ
・
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
「
小
さ
な
歴
史
〜
あ
る
疎

開
学
童
の
絵
日
記
か
ら
〜
』（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
・
八
月
一
〇
日
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑵　

一
九
七
五
年
（
戦
後
三
〇
年
）

一
九
七
五
年
の
八
月
一
五
日
、
新
聞
各
紙
は
「
戦
後
三
〇
年
」
関
連
の
文
言
を
タ
イ
ト
ル
に
冠
し
た
社
説
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
し
て

そ
れ
ら
か
ら
は
、
こ
の
年
を
も
っ
て
「
戦
後
」
の
一
つ
の
区
切
り
と
す
る
時
代
認
識
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
読
売
新
聞
は
、

「
三
十
年
目
の
終
戦
記
念
日
に
考
え
る
」
と
い
う
社
説
に
お
い
て
、「
終
戦
記
念
日
（
八
月
十
五
日
）」
は
「
戦
争
が
終
わ
っ
て
平
和
に
生
き

る
と
い
う
一
つ
の
時
代
の
区
切
り
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
三
十
年
た
っ
た
い
ま
、
ま
た
一
つ
の
時
代
の
区
切
り
を
迎
え
た
よ
う
な
気
が
す

る
。
一
つ
の
時
代
が
終
わ
っ
て
、
新
し
い
秩
序
を
模
索
す
る
段
階
に
入
っ
て
い
る
。」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
認
識
の
背
景
に
は
、

国
際
的
に
は
同
年
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
ア
メ
リ
カ
の
敗
北
に
よ
っ
て
終
結
し
、
東
西
冷
戦
か
ら
南
北
対
立
に
国
際
的
な
対
立
軸
が
移
行
し

つ
つ
あ
っ
た
こ
と
、
国
内
的
に
は
大
阪
万
博
の
開
催
（
一
九
七
〇
年
）
や
沖
縄
の
本
土
復
帰
（
一
九
七
二
年
）
を
経
て
、
高
度
経
済
成
長
期

か
ら
安
定
成
長
期
へ
の
転
換
が
進
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
る
。

も
う
一
点
注
目
さ
れ
る
の
は
、
次
世
代
へ
の
戦
争
体
験
の
「
継
承
」
と
い
う
こ
と
が
社
会
的
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
戦
争
を
知
ら
な
い
子
供
た
ち
」（
北
山
修
作
詞
・
杉
田
二
郎
作
曲
）
は
一
九
七
〇
年
の
大
阪
万
博
の
た
め
に
作
ら
れ
た
歌
で
あ
る
が
、

一
九
七
五
年
の
時
点
で
は
戦
後
生
ま
れ
で
戦
争
体
験
の
な
い
「
戦
無
派
」
が
す
で
に
国
内
人
口
の
約
半
数
に
達
し
、
さ
ら
に
そ
の
「
戦
無

派
」
の
子
供
の
人
口
が
一
五
％
と
な
っ
て
い
た
。
毎
日
新
聞
は
、「
み
ん
な
に
と
っ
て
の
戦
争
体
験
」
と
い
う
記
事
（「
上
・
つ
ぎ
の
世
代
へ

伝
え
る
難
し
さ
」「
下
・〝
戦
無
派
〞
へ
の
昔
話
と
し
て
で
な
く
現
代
に
生
か
す
道
探
そ
う
」）
を
八
月
一
四
日
・
一
五
日
に
連
載
し
て
い
る
。
そ
こ

（
三
四
五
）
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巻
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七
年
十
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月
）

五
二

で
は
「
戦
無
派
」
の
割
合
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
中
で
の
「
戦
争
体
験
」
の
意
味
に
つ
い
て
の
問
い
か
け
が
な
さ
れ
て
お
り
、「
現
在

〝
出
ま
わ
っ
て
い
る
〞
戦
争
体
験
に
は
、
戦
争
に
よ
る
〝
被
害
者
〞
と
い
う
も
の
」
や
「
戦
争
の
悲
惨
さ
、
い
ま
わ
し
さ
、
残
虐
性
」
を

伝
え
る
も
の
が
多
い
が
、「
日
本
を
加
害
者
（
侵
略
者
）」
と
し
て
捉
え
た
う
え
で
の
「
自
己
批
判
」
や
「
同
じ
日
本
人
が
加
害
者
で
も
被

害
者
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
」
を
「
伝
承
」
し
よ
う
と
い
う
こ
と
が
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
提
起
も
な
さ
れ
て
い
る
。

後
に
見
る
よ
う
に
、
戦
争
体
験
の
継
承
が
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
主
要
な
テ
ー
マ
に
な
る
の
は
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
で
あ
り
、
ま

た
戦
争
に
お
け
る
日
本
の
「
加
害
性
」
が
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
一
九
九
〇
年
代
以

降
で
あ
る
が
、
一
九
七
五
年
の
時
点
に
お
い
て
も
「
継
承
」
や
「
加
害
性
」
に
つ
い
て
は
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

当
時
、
テ
レ
ビ
放
送
は
白
黒
か
ら
カ
ラ
ー
へ
移
行
し
て
お
り
、
一
九
七
五
年
に
は
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
普
及
率
が
九
〇
％
を
超
え
て
い
た
。

こ
の
年
は
、
テ
レ
ビ
広
告
が
新
聞
広
告
を
追
い
抜
い
た
年
で
も
あ
っ
た
。
文
字
通
り
、
テ
レ
ビ
が
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
中
心
的
存
在
と
し

て
大
き
な
社
会
的
影
響
力
を
持
つ
本
格
的
な
「
テ
レ
ビ
時
代
」
が
到
来
し
て
、
テ
レ
ビ
各
局
は
高
い
視
聴
率
を
競
い
合
っ
て
い
た
。

一
九
七
五
年
の
八
月
前
半
に
テ
レ
ビ
各
局
が
放
送
し
た
終
戦
関
連
番
組
は
計
三
八
本
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
二
一

本
で
あ
る
（
表
5
）。
こ
の
年
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
の
特
徴
と
し
て
は
、
そ
の
テ
ー
マ
の
多
様
性
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
例

え
ば
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
、
終
戦
記
念
日
を
迎
え
る
週
の
月
曜
（
一
一
日
）
か
ら
金
曜
日
（
一
五
日
）
ま
で
の
毎
晩
、
各
四
五
分
間
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
を
特
別
編
成
し
て
い
る
。『
よ
み
が
え
れ
17
ミ
リ
半
』（
一
一
日
）
は
東
京
に
あ
る
教
育
研
究
所
で
発
見
さ
れ
た
一
七
ミ
リ
半
と
い
う

珍
し
い
規
格
の
フ
ィ
ル
ム
に
記
録
さ
れ
て
い
た
学
童
疎
開
の
様
子
を
作
家
の
早
乙
女
勝
元
と
と
も
に
見
な
が
ら
当
時
を
振
り
返
る
と
い
う

も
の
、『
隠
さ
れ
た
大
地
震
』（
一
二
日
）
は
、
戦
争
中
の
一
九
四
四
年
と
四
五
年
に
東
海
地
方
で
起
き
た
知
ら
れ
ざ
る
大
地
震
に
つ
い
て

新
資
料
と
と
も
に
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
番
組
、『
テ
キ
サ
ス
の
花
嫁
』（
一
三
日
）
は
、
戦
後
駐
留
米
軍
兵
と
結
婚
し
た
い
わ
ゆ
る
「
戦

（
三
四
六
）



テ
レ
ビ
に
お
け
る
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
歴
史
的
展
開
（
米
倉
）

五
三

争
花
嫁
」
の
そ
の
後
を
伝
え
る
内
容
、『
母
の
肖

像
・
イ
ク
オ
の
戦
後
』（
一
四
日
）
は
戦
後
の
米
軍

進
駐
時
代
に
生
れ
育
っ
た
混
血
孤
児
の
問
題
を
取

り
上
げ
た
番
組
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
そ
れ
ま
で
に

殆
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
テ
ー
マ

や
切
り
口
で
戦
争
や
戦
後
を
検
証
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
シ
リ
ー
ズ
最
終
日
の
『
終

戦
記
念
特
集
・
夏　

一
九
四
五
年
↓
一
九
七
五

年
』（
一
五
日
）
は
、
三
〇
年
ぶ
り
に
公
開
さ
れ
た

Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
政
策
の
メ
モ
な
ど
に
基
づ
き
な
が
ら

戦
後
日
本
の
歩
み
や
日
本
人
の
意
識
変
化
を
さ
ぐ

る
と
い
う
番
組
で
あ
る
。

民
放
も
、
前
年
（
一
九
七
四
年
）
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
・
モ
ロ
タ
イ
島
で
三
〇
年
ぶ
り
に
発
見
さ
れ

た
元
日
本
兵
を
取
り
上
げ
た
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
日

本
人
・
還
っ
て
き
た
モ
ロ
タ
イ
の
勇
士
』（
フ
ジ

テ
レ
ビ
・
八
月
一
〇
日
）、
戦
争
末
期
に
久
米
島
で

表 5　終戦関連のドキュメンタリー（1975 年 8 月 1 日～ 16 日）

局 放送日 時間量
（分） タイトル

NET 8 月 3 日 30 ドキュメント昭和「共栄圏だより」
TBS 8 月 3 日 30 テレビルポルタージュ「広島・原爆・記録」
フジ 8月 3日 30 ドキュメント日本人「終戦特集・今どこに…ベトナムの元日本兵」
日テレ 8月 3日 30 ドキュメント ’75「特集・戦後 30年」
テレ東 8月 5日 30 シリーズ・特集「ある帰国」
NHK 8 月 6 日 105 市民の手で原爆の絵を
NHK 8 月 7 日 30 スポットライト「アンネ・フランクのバラ」
TBS 8 月 9 日 30 生きてる戦後史「一億人のお茶の間文化・テレビエイジの開花」
NET 8 月 10 日 30 ドキュメント昭和「原子爆弾」
TBS 8 月 10 日 30 テレビルポルタージュ「魔の731部隊」
フジ 8月 10 日 30 ドキュメント日本人「還ってきたモロタイの勇士」
日テレ 8月 10 日 85 日曜スペシャル「未公開フィルムによる昭和二十年 “終戦秘話”」

日テレ 8月 10 日 30 ドキュメント ’75「特集・戦後 30年史」③～皇国の民・久米島
住民虐殺事件

NHK 8 月 11 日 45 よみがえれ 17ミリ半
NHK 8 月 12 日 45 隠された大地震
NHK 8 月 13 日 45 テキサスの花嫁
NHK 8 月 14 日 45 母の肖像・イクオの戦後
NHK 8 月 15 日 85 終戦記念特集・夏　1945年→ 1975年
フジ 8月 15 日 60 報道特別番組「昭和20年 8月15日・中国大陸」
テレ東 8月 15 日 60 金曜スペシャル「続・未帰還兵を追って」
TBS 8 月 16 日 30 生きてる戦後史

（
三
四
七
）
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五
四

起
き
た
日
本
軍
守
備
隊
に
よ
る
島
民
虐
殺
事
件
を
取
り
上
げ
た
『
特
集
・
皇
国
の
民
』（
日
本
テ
レ
ビ
・
八
月
一
〇
日
）、
軍
人
・
民
間
人
あ

わ
せ
て
一
七
三
万
人
の
在
中
日
本
人
に
よ
る
戦
後
の
日
本
引
き
上
げ
を
振
り
返
っ
た
『
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日　

中
国
大
陸
』（
フ
ジ

テ
レ
ビ
・
八
月
一
五
日
）
な
ど
、
戦
争
〜
終
戦
に
ま
つ
わ
る
多
様
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
逆
に
一
九
六
五
年
に
は
六
本
と
最
も
本

数
が
多
か
っ
た
「
原
爆
投
下
・
被
爆
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
、『
テ
レ
ビ
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ「
広
島
・
原
爆
・
記
録
」』

（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
・
八
月
三
日
）、『
市
民
の
手
で
原
爆
の
絵
を
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
八
月
六
日
）、『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
昭
和
「
原
子
爆
弾
」』（
Ｎ
Ｅ
Ｔ
・
八
月

一
〇
日
）
の
三
本
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
一
九
七
五
年
の
終
戦
関
連
番
組
は
、
一
〇
年
前
の
一
九
六
五
年
と
比
較
し
て
戦
争
お

よ
び
終
戦
に
つ
い
て
多
様
な
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
他
方
で
、
先
に
挙
げ
た
新
聞
記
事
に
見
ら
れ
た
よ

う
な
、
戦
争
体
験
の
「
継
承
」
や
日
本
の
「
加
害
性
」
の
問
題
を
正
面
か
ら
扱
う
よ
う
な
番
組
は
殆
ど
な
か
っ
た
。

⑶　

一
九
八
五
年
（
戦
後
四
〇
年
）

一
九
八
五
年
八
月
は
、「
戦
後
四
〇
年
」
よ
り
も
日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
（
一
二
三
便
）
の
御
巣
鷹
山
へ
の
墜
落
事
故
（
八
月
一
二
日
）
と
と

も
に
多
く
の
人
び
と
に
記
憶
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
八
月
一
五
日
（
終
戦
記
念
日
）
の
各
紙
一
面
も
日
航
機
墜
落
事
故
の
続
報
で

占
め
ら
れ
て
お
り
終
戦
関
連
の
記
事
は
な
い
。
八
〇
年
代
半
ば
は
、
こ
の
日
航
機
墜
落
事
故
以
外
に
も
グ
リ
コ
・
森
永
事
件
、
ロ
ス
疑
惑

（
一
九
八
四
年
）、
豊
田
商
事
事
件
（
一
九
八
五
年
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
変
（
一
九
八
六
年
）、
三
原
山
噴
火
（
一
九
八
六
年
）
な
ど
大
事
件
・
事

故
が
相
次
い
だ
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
テ
レ
ビ
業
界
で
は
こ
の
時
期
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
だ
け
で
な
く
民
放
も
ニ
ュ
ー
ス
・
報
道
番
組
を
拡
充
し
、

関
係
者
の
間
で
は
「
報
道
の
時
代
」「
ニ
ュ
ー
ス
戦
争
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（
日
本
放
送
協
会
編
、
二
〇
〇
一
）。

一
九
八
四
年
一
〇
月
の
番
組
改
変
で
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
が
『
ニ
ュ
ー
ス
コ
ー
プ
』
を
五
〇
分
枠
に
拡
大
し
た
ほ
か
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
は
夕
方
に
初

（
三
四
八
）



テ
レ
ビ
に
お
け
る
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
歴
史
的
展
開
（
米
倉
）

五
五

の
一
時
間
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
『
Ｆ
Ｎ
Ｎ
ス
ー
パ
ー
タ
イ
ム
』
を
新
設
、
さ
ら
に
翌
一
九
八
五
年
一
〇
月
に
は
テ
レ
ビ
朝
日
が
夜
一
〇
時
台

に
『
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』（
現
在
の
『
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』）
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
放
各
局
が
ニ
ュ
ー
ス
・
報

道
番
組
で
視
聴
率
を
競
い
合
う
時
代
が
始
ま
っ
て
い
た
。

終
戦
・
戦
争
関
連
で
は
こ
の
時
期
、
二
つ
の
重
要
な
出
来
事
が
あ
る
。
第
一
は
、
一
九
八
二
年
の
「
歴
史
教
科
書
問
題
」
で
あ
る
。
戦

時
中
の
日
本
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
軍
事
行
動
に
つ
い
て
の
表
記
が
教
科
書
検
定
に
よ
っ
て
「
侵
略
」
か
ら
「
進
出
」
に
改
め
さ
せ
ら
れ
た
、

な
ど
と
し
て
中
国
・
韓
国
の
メ
デ
ィ
ア
や
政
府
が
激
し
く
反
発
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
た
こ
の
問
題
は
、
そ
の
後
、
中
国
・
韓
国
と
の
外

交
問
題
に
も
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
（
木
村 

二
〇
一
四
）。
第
二
は
、
一
九
八
五
年
八
月
一
五
日
、
当
時
の
中
曾
根
康
弘
首
相
が
戦
後

首
相
と
し
て
初
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
政
府
見
解
は
、
閣
僚
の
公
式
参
拝
は
政
教
分
離
を
厳
格
に

規
定
す
る
憲
法
二
〇
条
三
項
に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る
と
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、「
戦
後
政
治
の
総
決
算
」
を
掲
げ
る
中
曾
根

首
相
は
公
式
参
拝
を
強
行
し
た
。
中
国
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
や
宗
教
団
体
か
ら
批
判
を
浴
び
て
翌
年
か
ら
は
取
り
や
め
に
な
っ
た
が
、
中
国

や
韓
国
に
お
い
て
日
本
の
「
右
傾
化
」
に
対
す
る
警
戒
感
や
「
反
日
感
情
」
が
高
ま
っ
て
い
く
契
機
と
な
っ
た
。

こ
の
年
に
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
た
終
戦
関
連
番
組
は
合
計
二
七
本
、
そ
の
う
ち
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
一
三
本
で
あ
る
。
終
戦
関
連
番

組
の
本
数
も
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
本
数
も
、
そ
の
他
の
節
目
の
年
と
比
べ
て
最
も
少
な
い
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
五
本
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を

放
送
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
二
本
が
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
』
で
あ
る
。『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
』
は
、
現
在
も
放
送
さ
れ
て
い
る
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ

シ
ャ
ル
』
の
前
身
番
組
で
あ
る
。
大
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
番
組
と
し
て
一
九
七
六
年
に
放
送
を
ス
タ
ー
ト
し
、
特
に
一
九
八
〇
年
代
以

降
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
お
け
る
中
心
的
な
番
組
枠
と
な
っ
て
い
く
。
こ
の
年
の
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
』
は
、
一
本
目
が

『
爆
心
地
・
生
と
死
の
記
録
』（
八
月
六
日
）
で
、
広
島
の
原
爆
・
被
爆
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
原
爆
投
下
の
瞬
間
、
爆
心
地
の
半
径

（
三
四
九
）
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五
六

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
い
た
と
推
定
さ
れ
る
二
万
千
人
の
中
で
奇
跡
的
に

生
き
残
っ
た
五
六
人
（
一
九
八
五
年
六
月
当
時
）
の
証
言
を
元
に
、
原
爆

被
害
や
被
爆
者
そ
の
後
の
身
体
的
・
精
神
的
影
響
の
実
態
を
検
証
す
る

と
い
う
内
容
の
番
組
で
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
こ
の
年
以
降
毎
年
、
広
島

の
原
爆
投
下
を
テ
ー
マ
と
し
て
扱
う
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
』（
一
九
八
九
年
か

ら
は
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
』）
を
八
月
六
日
も
し
く
は
そ
の
前
後
に
放

送
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
中
で
も
生
存
者
の
証
言
や
新
資
料
な
ど

を
用
い
て
被
爆
の
実
相
を
再
現
・
再
構
成
し
て
検
証
す
る
と
い
う
ス
タ

イ
ル
の
番
組
は
数
多
く
制
作
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
番
組
は
そ
の
い
わ
ば

祖
型
に
な
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
も
う
一
本
の
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集　

人
間

の
こ
え
・
4
人
の
兵
士
が
遺
し
た
も
の
』
は
、
日
・
米
・
独
・
ソ
連
の

四
カ
国
・
四
人
の
兵
士
が
戦
時
中
に
残
し
た
遺
稿
（
手
記
・
手
紙
）
を

通
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
と
は
何
だ
っ
た
の
か
を
立
体
的
に
問
い
直
す

と
い
う
異
色
の
試
み
で
あ
っ
た
（
10
）

。

他
に
は
、
戦
争
や
終
戦
に
関
連
し
て
そ
れ
ま
で
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
事
実
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
掘
り
越
し
て
新
た
な
光
を
当
て
よ
う
と

す
る
企
画
が
目
立
つ
。
対
米
開
戦
を
決
意
し
て
日
本
中
を
戦
争
に
巻
き

表 6　終戦関連のドキュメンタリー（1985 年 8 月 1 日～ 16 日）

局 放送日 時間量
（分） タイトル

NHK 8 月 6 日 75 NHK特集「爆心地・生と死の記録」

TBS 8 月 6 日 54 終戦 40周年特集「媽媽！わたしは生きている・中国残留孤児、
残留婦人の40年」

テレ東 8月 6日 81 火曜ゴールデンワイド「欲しがりません勝つまでは・茶の間の
太平洋戦争」

NHK 8 月 10 日 75 ドキュメント「東条内閣極秘記録・密室の太平洋戦争」
日テレ 8月 11 日 30 知られざる世界「両足をアメリカに捧げた！日系兵士の戦後 40年」
日テレ 8月 11 日 55 ドキュメント ’85「歳月・ヒロシマ40年」
NHK 8 月 12 日 75 NHK特集「人間のこえ・4人の兵士が遺したもの」

日テレ 8月 12 日 54 Time21「ラッパが泣いた！入れ歯も鳴った！40年目の海軍軍
楽隊」

TBS 8 月 13 日 54 終戦 40周年特集「ミステリー・帝銀事件」
NHK 8 月 15 日 75 日本・戦後 40年の記録「第1部・奇跡の復興」
NHK 8 月 15 日 60 日本・戦後 40年の記録「第2部・豊かさの中で…」
TBS 8 月 15 日 88 JNNニュースコープ・スペシャル「終戦 40周年特集」
TBS 8 月 15 日 54 中村敦夫の地球発 22時「戦争を歌った子供たち」

（
三
五
〇
）



テ
レ
ビ
に
お
け
る
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
歴
史
的
展
開
（
米
倉
）

五
七

込
ん
だ
東
条
英
機
内
閣
の
成
立
か
ら
崩
壊
ま
で
の
時
期
を
新
資
料
と
証
言
で
検
証
し
た
『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト　

東
条
内
閣
の
一
〇
〇
五
日
』

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
八
月
一
〇
日
）、
戦
中
に
ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ
っ
て
強
制
収
容
さ
れ
た
日
系
人
の
戦
中
・
戦
後
の
日
々
を
追
っ
て
戦
後
ア
メ
リ
カ

の
裏
面
史
に
光
を
当
て
た
『
両
足
を
ア
メ
リ
カ
に
捧
げ
た
！
日
系
兵
士
の
戦
後
四
十
年
』（
日
本
テ
レ
ビ
・
八
月
一
一
日
）、
終
戦
直
後
の

Ｇ
Ｈ
Ｑ
支
配
下
に
起
き
た
怪
事
件
で
あ
る
帝
銀
事
件
の
公
判
記
録
か
ら
新
証
人
を
割
り
出
し
て
真
犯
人
を
探
っ
た
『
終
戦
四
十
周
年
特
集

「
ミ
ス
テ
リ
ー
・
帝
銀
事
件
」』（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
・
八
月
一
三
日
）
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
、
当
時
の
時
代
状
況
を
反
映
し
て
い
る
番
組
と
し
て
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
『
終
戦
四
十
周
年
特
集
「
媽
媽
！
わ
た
し
は
生
き
て
い
る
・

中
国
残
留
孤
児
、
残
留
婦
人
の
四
十
年
」』（
八
月
六
日
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大
戦
末
期
の
ソ
連
軍
侵
攻
と
関
東
軍
撤
退
に
よ
っ
て
日
本
に

帰
国
で
き
ず
中
国
大
陸
に
残
留
し
た
中
国
残
留
日
本
人
の
問
題
は
一
九
七
二
年
の
日
中
国
交
回
復
以
降
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、

日
本
政
府
に
よ
る
帰
国
調
査
（
身
元
調
査
）
が
行
わ
れ
た
の
は
一
九
八
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
以
降
、
一
九
九
九
年
ま
で
計
三
〇
回
の
調

査
が
実
施
さ
れ
て
い
く
。
番
組
は
一
九
八
五
年
当
時
、
残
留
日
本
人
が
中
国
で
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
か
を
取
材
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、『
Ｊ
Ｎ
Ｎ
ニ
ュ
ー
ス
コ
ー
プ
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
終
戦
四
十
周
年
特
集
」』（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
・
八
月
一
五
日
）
は
、
戦
時
中
に

皇
民
化
教
育
が
進
め
ら
れ
た
パ
ラ
オ
諸
島
を
訪
ね
る
「
よ
み
が
え
る
南
洋
庁
」
と
戦
時
中
の
日
本
に
よ
る
朝
鮮
人
の
「
強
制
連
行
」
の
問

題
を
検
証
し
た
「
朝
鮮
人
連
行
、
あ
る
幻
の
記
録
」
と
い
う
二
つ
の
テ
ー
マ
を
柱
と
し
て
取
り
上
げ
て
お
り
、
こ
の
年
に
放
送
さ
れ
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
中
で
唯
一
、
日
本
に
よ
る
対
外
的
な
「
加
害
性
」
を
主
題
的
に
扱
っ
た
番
組
で
あ
っ
た
。

⑷　

一
九
九
五
年
（
戦
後
五
〇
年
）

一
九
九
五
年
は
、
終
戦
か
ら
ま
る
五
〇
年
＝
半
世
紀
と
い
う
戦
後
の
歴
史
全
体
の
中
で
も
大
き
な
節
目
の
年
で
あ
っ
た
。
八
月
一
五
日

（
三
五
一
）



政
経
研
究　

第
五
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

五
八

の
「
終
戦
の
日
」、
村
山
富
市
首
相
は
「
戦
後
五
〇
年
に
当
た
っ
て
の
首
相
談
話
」（
＝
「
村
山
談
話
」）
に
お
い
て
、
日
本
は
「
国
策
を
誤

り
、
国
民
を
存
亡
の
危
機
に
陥
れ
、
植
民
地
支
配
と
侵
略
に
よ
っ
て
、
多
く
の
国
々
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
々
に
対
し
て
多
大
の
損

害
と
苦
痛
を
与
え
た
」
と
し
、「
疑
う
べ
く
も
な
い
こ
の
歴
史
の
事
実
を
謙
虚
に
受
け
止
め
、
改
め
て
痛
切
な
反
省
の
意
を
表
し
、
心
か

ら
の
お
わ
び
の
気
持
ち
を
」
表
明
し
た
。
そ
れ
ま
で
戦
後
の
歴
史
認
識
等
に
つ
い
て
政
府
と
し
て
統
一
見
解
が
な
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

閣
議
決
定
を
経
て
発
表
さ
れ
た
村
山
談
話
は
、
こ
れ
以
後
、
日
本
政
府
の
公
式
見
解
と
し
て
歴
代
内
閣
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
。
当
日
（
八
月
一
五
日
）
の
朝
日
新
聞
は
「
さ
あ
自
分
の
足
で
立
と
う
『
戦
後
五
十
年　

明
日
を
求
め
て
』」
と
題
し
た
社
説
に
お

い
て
「『
自
分
の
属
す
る
国
家
』
が
他
国
を
侵
し
た
事
実
ま
で
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
個
人
的
な
認
識
は
ど
う
あ
れ
、
そ
の
こ
と

へ
の
道
義
的
責
任
は
消
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
…
…
戦
後
の
日
本
は
、
加
害
者
意
識
の
き
わ
め
て
薄
い
人
間
を
量
産
し
て
き
た
の
で
は
な

い
か
。
か
な
り
の
人
び
と
が
ア
ジ
ア
へ
の
『
謝
罪
』
や
『
反
省
』
に
鈍
感
な
の
も
、
そ
の
意
味
で
当
然
だ
ろ
う
。」
と
述
べ
て
、
村
山
談

話
と
同
様
、
戦
時
中
の
日
本
の
対
外
的
な
「
加
害
性
」
の
問
題
を
戦
争
責
任
と
し
て
ど
う
引
き
受
け
て
い
く
か
が
、
国
家
と
し
て
も
個
人

と
し
て
も
改
め
て
問
わ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

当
時
、
こ
う
し
た
「
加
害
性
」
の
問
題
が
そ
れ
ま
で
に
な
い
形
で
焦
点
化
さ
れ
た
背
景
に
は
、
一
九
九
一
年
に
韓
国
の
金
学
順
（
キ

ム
・
ハ
ク
ス
ン
）
さ
ん
ら
が
日
本
軍
の
「
従
軍
慰
安
婦
」
だ
っ
た
と
名
乗
り
出
て
日
本
政
府
を
相
手
に
訴
訟
を
起
こ
し
、
そ
の
後
、
日
本

政
府
に
よ
る
調
査
と
公
式
謝
罪
（
一
九
九
二
年
）
や
「
河
野
談
話
」
の
発
表
（
一
九
九
三
年
）
な
ど
の
動
き
が
続
い
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
に

前
後
し
て
、
サ
ハ
リ
ン
残
留
朝
鮮
人
、
ア
ジ
ア
各
地
の
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
被
害
者
、
強
制
連
行
・
強
制
労
働
な
ど
の
被
害
者
か
ら
日
本
政
府
や

企
業
に
対
し
て
相
次
い
で
補
償
要
求
が
提
起
さ
れ
て
い
た
こ
と
等
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
大
沼 

二
〇
〇
七
）。
小
熊
英
二
は
『
民
主
と
愛

国
』（
二
〇
〇
二
）
に
お
い
て
、
一
九
九
〇
年
前
後
か
ら
の
こ
の
時
期
を
「
第
三
の
戦
後
」
と
名
付
け
て
い
る
。
戦
後
の
「
混
乱
と
改
革
の

（
三
五
二
）



テ
レ
ビ
に
お
け
る
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
歴
史
的
展
開
（
米
倉
）

五
九

時
代
」
と
し
て
の
「
第
一
の
戦
後
」（
〜
一
九
五
五
年
前
後
）
に
続
く
、「
安
定
と
成
長
の
時
代
」
と
し
て
の
「
第
二
の
戦
後
」
が
一
九
九
〇

年
前
後
に
冷
戦
体
制
（
一
九
五
五
年
体
制
）
の
崩
壊
と
と
も
に
終
了
し
「
第
三
の
戦
後
」
に
移
行
し
て
い
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
小
熊
に

よ
れ
ば
、「
第
三
の
戦
後
」
の
特
徴
は
ア
ジ
ア
諸
地
域
に
対
す
る
加
害
責
任
論
が
前
景
化
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
と
併
せ
て
「
戦
争

の
記
憶
」
を
め
ぐ
る
争
い
が
発
生
し
、「
新
し
い
教
科
書
を
つ
く
る
会
」
に
代
表
さ
れ
る
右
派
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
新
保
守
主
義
、
歴

史
修
正
主
義
が
台
頭
し
た
こ
と
で
あ
る
（
小
熊 

二
〇
〇
二
：
八
一
六
頁
）。

こ
の
年
、
テ
レ
ビ
各
局
は
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
大
掛
か
り
な
規
模
で
終
戦
関
連
番
組
を
編
成
・
放
送
し
て
い
る
。
そ
の
本
数
は
計
四
六

本
、
七
〇
時
間
以
上
に
及
び
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
そ
の
六
割
近
い
二
七
本
、
約
三
七
時
間
を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
番

組
に
も
上
述
の
よ
う
な
社
会
状
況
が
反
映
さ
れ
て
い
る
（
表
6
）。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で
の
各
節
目
の
年
に
お
い
て
殆
ど
放
送
さ
れ
る

こ
と
の
な
か
っ
た
日
本
の
「
加
害
性
」
の
問
題
を
正
面
か
ら
テ
ー
マ
と
し
て
扱
う
番
組
が
放
送
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な

番
組
が
『
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集
「
五
十
年
目
の
従
軍
慰
安
婦
問
題
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
・
八
月
二
日
・
三
日
）
で
あ
る
。
二
夜
に
わ
た
っ
て
放
送
さ
れ
た

こ
の
番
組
（「
前
編
：
わ
か
ち
あ
い
の
家
の
ハ
ル
モ
ニ
た
ち
」「
後
編
：
日
本
は
い
か
に
償
う
べ
き
か
」）
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
土
井
敏
邦
氏
が

ソ
ウ
ル
で
共
同
生
活
を
す
る
七
人
の
元
慰
安
婦
た
ち
を
訪
ね
て
、
そ
の
日
常
生
活
を
一
か
月
間
に
わ
た
っ
て
取
材
し
、
従
軍
慰
安
婦
の
現

在
と
過
去
を
描
く
と
と
も
に
日
本
の
戦
争
責
任
を
問
う
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
ま
た
『
初
め
て
戦
争
を
知
っ
た
・
少
女
た
ち
は
毒
ガ
ス

兵
器
を
作
っ
た
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
八
月
三
日
）
と
『
初
め
て
戦
争
を
知
っ
た
・
私
は
七
三
一
部
隊
員
だ
っ
た
〜
人
体
実
験
・
五
十
年
目
の
告
白
』

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
八
月
四
日
）
は
、
日
本
軍
が
戦
時
中
に
行
っ
て
い
た
毒
ガ
ス
兵
器
の
製
造
や
人
体
実
験
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
以
外
に
も
、
こ
の
年
に
は
日
本
の
戦
争
責
任
、
加
害
性
を
検
証
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
番
組
が
放
送
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
情
報
番
組
『
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
「
韓
国　

忘
れ
ら
れ
た
被
爆
者
た
ち
」』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
八
月
四
日
）
は
、

（
三
五
三
）
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六
〇

広
島
・
長
崎
で
被
爆
し

て
韓
国
に
住
む
約
一
万

五
千
人
の
被
爆
者
が
日

本
政
府
か
ら
も
韓
国
政

府
か
ら
も
十
分
な
補
償

や
治
療
が
受
け
ら
れ
な

い
実
態
を
取
り
上
げ
た

番
組
で
あ
る
。
ま
た
テ

レ
ビ
朝
日
の
『
ニ
ュ
ー

ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
終
戦

特
集
』、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
『
筑

紫
哲
也
ニ
ュ
ー
ス
23

「
戦
後
50
年
ス
ペ
シ
ャ

ル
・
ア
ジ
ア
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
〜
ソ
ウ
ル
・
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
・
南
京

〜
』
な
ど
に
お
い
て
も
、

表 7　終戦関連のドキュメンタリー（1995 年 8 月 1 日～ 16 日）

局 放送日 時間量
（分） タイトル

日テレ 8月 1日 116 終戦 50年特別企画「戦場の中の子供たち」
日テレ 8月 1日 85 終戦 50年特別企画「昭和の軌跡・豪華客船氷川丸の歴史検証」

NHK教育 8月 2日 45
ETV特集
「50年目の従軍慰安婦問題　前編・わかちあいの家の “ハルモ
ニ”たち」

NHK 8 月 3 日 60 「初めて戦争を知った・少女たちは毒ガス兵器を作った」

NHK教育 8月 3日 30 ETV特集
「50年目の従軍慰安婦問題　後編・日本はいかに償うべきか」

日テレ 8月 3日 85 終戦 50年特別企画
「カメラマンは見た！撮影者たちが今証言する壮絶な人間ドラマ」

NHK 8 月 4 日 60 「初めて戦争を知った・私は731部隊員だった～人体実験・50
年目の告白～」

日テレ 8月 5日 90 私たちの声が聞こえますか？女たちのヒロシマ
NHK 8 月 6 日 90 NHKスペシャル「調査報告・地球核汚染　ヒロシマからの警告」
TBS 8 月 6 日 120 「関口宏が迫るヒロシマ長崎 50年目の真実」
テレ朝 8月 6日 115 戦後 50年特別企画・「ヒロシマ」原爆投下をめぐる新事実
テレ朝 8月 6日 85 戦後 50年特別企画「はだしのゲン　ヒロシマからアメリカへ」

テレ朝 8月 6日 180
ザ・スーパーサンデー戦後50年特別企画
「出会い…別れ…涙の再会、あの日から50年　尋ね人の時間生
放送スペシャル」

NHK 8 月 9 日 50 NHKスペシャル「長崎・原爆の証言　よみがえる115枚のネガ」
NHK 8 月 10 日 50 ＮＨＫスペシャル引き裂かれた歳月～中国残留婦人の50年～
テレ東 8月 10 日 30 ファミリー東京「戦争を語り継ぐ」
NHK 8 月 11 日 45 八月十五日　花の記憶
テレ朝 8月 11 日 108 戦後50年特別企画　驚き桃の木20世紀「満州帝国悲劇の女たち」
NHK 8 月 13 日 30 ドキュメントにっぽん列島「鎮魂のわらべ歌」
NHK 8 月 13 日 90 NHKスペシャル「時は流れず　794通が語る太平洋戦争」
テレ朝 8月 13 日 116 終戦 50年特別企画「ゴジラの見た日本」
日テレ 8月 13 日 90 終戦 50年特別企画「100台のカメラが見た終戦」
NHK 8 月 14 日 90 NHKスペシャル「死者たちの声　大岡昇平・“レイテ戦記”」
TBS 8 月 14 日 60 JNNドキュメンタリー特集「妻たちの特攻」
NHK 8 月 15 日 75 NHKスペシャル「戦後50年・世界からのメッセージ」

（
三
五
四
）



テ
レ
ビ
に
お
け
る
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
歴
史
的
展
開
（
米
倉
）

六
一

南
京
大
虐
殺
、
従
軍
慰
安
婦
、
旧
日
本
軍
の
毒
ガ
ス
兵
器
・
人
体
実
験
な
ど
が
特
集
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
一
〇
年
ご

と
の
節
目
の
年
で
日
本
の
戦
争
責
任
や
加
害
の
問
題
を
問
う
番
組
が
テ
レ
ビ
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
で
こ
れ
だ
け
大
規
模
に
編

成
・
放
送
さ
れ
た
の
は
こ
の
年
（
一
九
九
五
年
＝
終
戦
五
〇
年
）
が
最
初
で
最
後
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
年
の
終
戦
関
連
番
組
に
お
い
て
は
、
戦
後
四
〇
年
の
一
九
八
五
年
に
は
二
本
だ
っ
た
原
爆
・
被
爆
を
テ
ー
マ
に
し
た
番
組
が

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
だ
け
で
も
六
本
、
そ
の
他
の
ジ
ャ
ン
ル
を
含
め
る
と
一
三
本
放
送
さ
れ
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の

「
原
爆
も
の
」
の
番
組
の
テ
ー
マ
や
切
り
口
が
多
様
化
し
て
お
り
、
原
爆
投
下
、
被
爆
の
実
相
、
戦
後
長
く
続
く
被
爆
者
の
苦
し
み
な
ど

を
資
料
や
証
言
な
ど
に
基
づ
い
て
取
り
上
げ
る
従
来
か
ら
の
系
譜
に
属
す
る
と
い
え
る
番
組
（『
関
口
宏
が
迫
る
広
島
・
長
崎
五
十
年
目

の
真
実
』（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
・
八
月
六
日
）、『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
長
崎
・
原
爆
の
証
言　

よ
み
が
え
る
百
十
五
枚
の
ネ
ガ
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
八
月
九

日
な
ど
）
に
加
え
、
原
爆
・
被
爆
の
問
題
を
よ
り
多
角
的
に
捉
え
直
そ
う
と
す
る
番
組
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
私
た

ち
の
声
が
聞
こ
え
ま
す
か
？
女
た
ち
の
ヒ
ロ
シ
マ
』（
日
本
テ
レ
ビ
・
八
月
五
日
）
は
、
ア
メ
リ
カ
の
核
廃
棄
場
・
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
や
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
（
一
九
八
六
年
）
で
被
爆
し
た
女
性
た
ち
を
紹
介
し
な
が
ら
、
核
兵
器
が
も
た
ら
す
惨
禍
を
問
い
直
す
番
組
、
ま

た
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
調
査
報
告
・
地
球
核
汚
染　

ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
の
警
告
」』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
八
月
六
日
）
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
の
被
害
の
実
態
を
検
証
し
、
核
兵
器
・
核
物
質
が
長
期
間
に
わ
た
っ
て
人
間
に
被
害
を
及
ぼ
し
続
け
る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
と
い
う

番
組
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
は
本
当
に
必
要
だ
っ
た
の
か
、「
戦
争
を
早
期
に
終
結
さ
せ
、
犠
牲
者
の
数
を
減

ら
す
た
め
に
原
爆
を
使
っ
た
」
と
す
る
ア
メ
リ
カ
側
の
説
明
は
本
当
な
の
か
等
、
原
爆
投
下
の
意
図
や
背
景
を
検
証
し
直
そ
う
と
い
う
番

組
も
放
送
さ
れ
て
い
る
。
日
英
米
露
の
四
カ
国
に
よ
っ
て
共
同
制
作
さ
れ
、
一
六
カ
国
で
放
送
さ
れ
た
『
ヒ
ロ
シ
マ
原
爆
は
な
ぜ
投
下
さ

れ
た
か
？
五
十
年
目
の
検
証
』（
テ
レ
ビ
朝
日
・
八
月
六
日
）
で
あ
る
。
ま
た
、
七
月
三
〇
日
の
放
送
で
あ
る
た
め
、
今
回
の
対
象
か
ら
は

（
三
五
五
）
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六
二

外
れ
て
い
る
が
、『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
95
「
五
十
年
目
の
夏
に
②
原
爆
を
投
下
し
た
国
は
…
」』（
日
本
テ
レ
ビ
・
七
月
三
〇
日
）
は
、
ア
メ
リ

カ
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
航
空
宇
宙
博
物
館
が
終
戦
五
〇
年
を
記
念
し
て
企
画
し
た
「
原
爆
展
」
が
、
退
役
軍
人
や
米
議
会
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら

の
猛
烈
な
抗
議
に
よ
っ
て
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
番
組
で
あ
る
。
こ
の
有
名
な
「
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
・
原
爆
展
論
争
」
は
、

日
米
に
お
け
る
原
爆
投
下
に
対
す
る
意
識
の
差
異
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
原
爆
投
下
の
意
味
や
背
景
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
な
論
争

で
あ
る
（
山
本 

一
九
九
六
（
11
）

）。
先
に
挙
げ
た
「
在
韓
被
爆
者
」
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
『
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
「
忘
れ
ら
れ
た
被
爆
者

た
ち
」』
を
含
め
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
一
九
九
五
年
に
放
送
さ
れ
た
「
原
爆
も
の
」
の
番
組
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
や
ス
ミ

ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
の
原
爆
展
論
争
な
ど
当
時
の
時
代
状
況
を
反
映
す
る
形
で
、
原
爆
・
被
爆
の
問
題
に
対
し
て
新
し
く
多
様
な
視
点
や
論

点
を
提
示
し
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

⑸　

二
〇
〇
五
年
（
戦
後
六
〇
年
）

二
〇
〇
五
年
は
、
そ
れ
ま
で
に
な
く
東
ア
ジ
ア
情
勢
が
複
雑
化
す
る
中
で
六
〇
年
目
の
「
終
戦
記
念
日
」
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

中
国
で
は
北
京
、
上
海
、
成
都
な
ど
各
地
で
反
日
デ
モ
が
発
生
し
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
常
任
理
事
国
入
り
を
目
指
し
た
日
本
に
対
し

て
も
中
国
・
韓
国
が
反
対
運
動
を
展
開
し
た
ほ
か
、
小
泉
純
一
郎
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
や
歴
史
教
科
書
の
記
述
を
め
ぐ
る
歴
史
認
識
問

題
、
尖
閣
諸
島
や
竹
島
の
領
有
権
問
題
な
ど
「
戦
後
」
に
関
連
す
る
困
難
な
問
題
が
続
出
し
、
日
中
関
係
、
日
韓
関
係
は
か
つ
て
な
く
悪

化
し
て
い
た
。
朝
日
新
聞
は
八
月
一
五
日
の
「
戦
後
五
十
年
か
ら
六
十
年
へ
、
歴
史
論
争
に
新
た
な
潮
流
」
と
い
う
記
事
で
、
一
九
九
五

年
の
「
村
山
談
話
」
は
戦
後
の
区
切
り
と
い
う
よ
り
も
歴
史
論
争
に
新
た
な
潮
流
が
生
ま
れ
た
起
点
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。

同
記
事
が
そ
の
象
徴
的
な
例
と
し
て
挙
げ
る
の
が
、
村
山
談
話
と
同
じ
一
九
九
五
年
、
高
市
早
苗
議
員
（
新
進
党
・
当
時
）
に
よ
る
「（
自

（
三
五
六
）



テ
レ
ビ
に
お
け
る
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
歴
史
的
展
開
（
米
倉
）

六
三

分
は
）
当
事
者
と
は
言
え
な
い
世
代
で
す
か
ら
、
反
省
な
ん
か
し
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
反
省
を
求
め
ら
れ
る
い
わ
れ
も
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
」
と
い
う
物
議
を
醸
し
た
国
会
で
の
発
言
で
あ
る
。
こ
の
高
市
発
言
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
「
自
虐
史
観
」
批
判
・
歴
史
修
正
主

義
的
な
勢
力
の
台
頭
が
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
特
に
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
傾
向
が
上
記
の
よ
う
な
中
国
や
韓
国
か
ら
の
激
し
い

反
発
を
招
い
て
い
た
。
一
九
九
四
年
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
四
年
の
三
次
に
渡
っ
て
「
憲
法
改
正
試
案
」
を
発
表
し
て
い
た
読
売
新
聞

は
こ
の
年
（
二
〇
〇
五
年
）
の
終
戦
の
日
の
社
説
「
戦
後
六
十
年
『
戦
争
責
任
』
を
再
点
検
し
た
い
」
に
お
い
て
、
東
京
裁
判
は
「
き
わ

め
て
疑
問
の
多
い
粗
雑
な
も
の
」
で
あ
り
「
戦
勝
国
に
よ
る
政
治
的
枠
組
み
の
中
で
規
定
さ
れ
た
『
戦
犯
』
概
念
」
と
は
距
離
を
置
い
た

見
直
し
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
た
め
に
も
六
〇
年
と
い
う
区
切
り
は
「
国
民
的
な
歴
史
論
議
を
始
め
る
『
時
代
の
節
目
』」

な
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

二
〇
〇
五
年
に
放
送
さ
れ
た
終
戦
関
連
番
組
は
計
三
四
本
、
そ
の
う
ち
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
は
一
九
本
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
れ

ま
で
の
節
目
の
年
と
異
な
り
民
放
は
わ
ず
か
三
本
し
か
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
放
送
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ま
で
は
民
放
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
は
合
計
数
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
上
回
っ
て
い
た
が
、
こ
の
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
一
六
本
と
民
放
を
圧
倒
し
て
い
た
。
一
六
本
と
い
う
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
本
数
は
そ
の
他
の
節
目
の
年
に
比
べ
て
も
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
番
組
の
な
か
で
「
戦
後
」
を
め
ぐ

る
当
時
の
政
治
社
会
状
況
を
強
く
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
の
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
八
月
一
三
日
・
一
四
日
の
二
夜
に
渡
っ
て
放
送
し
た
「
靖

国
神
社
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
』
で
あ
る
。
一
夜
目
の
「
靖
国
神
社
〜
占
領
下
の
知
ら
れ
ざ
る
攻
防
」
は
、
戦
前
か

ら
「
軍
国
主
義
の
象
徴
」
と
見
な
さ
れ
て
き
た
靖
国
神
社
が
、
戦
後
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
宗
教
法
人
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

か
を
検
証
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
二
夜
目
の
「
戦
後
六
〇
年　

靖
国
問
題
を
考
え
る
」
は
、
政
治
家
に
よ
る
靖
国
神
社
参
拝
の
是

非
や
戦
没
者
追
悼
の
あ
り
方
、
歴
史
認
識
の
問
題
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
討
論
番
組
で
、
出
演
者
は
所
功
（
京
都
産
業
大
学
教
授
）、
子
安

（
三
五
七
）
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六
四

宣
邦
（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）、

上
坂
冬
子
（
作
家
）、
姜
尚

中
（
東
京
大
学
教
授
）
の
四

人
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
年
に
放
送
さ

れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番

組
の
特
徴
と
し
て
注
目
さ
れ

る
の
は
、
上
記
の
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ス
ペ
シ
ャ
ル
』
以
外
に
は

一
九
九
五
年
（
戦
後
五
〇
年
）

に
数
多
く
放
送
さ
れ
た
日
本

の
「
戦
争
責
任
」「
加
害
性
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
扱
う
番
組

が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
代
わ
り
に
数
が
多
い

の
が
原
爆
投
下
・
被
爆
を

テ
ー
マ
に
し
た
番
組
で
、
全

表 8　終戦関連のドキュメンタリー（2005 年 8 月 1 日～ 16 日）

局 放送日 時間量
（分） タイトル

NHK 8 月 3 日 43 その時歴史が動いた
「ソ連参戦の衝撃・満蒙開拓民はなぜ取り残された」

NHK 8 月 4 日 54 被爆 60年「はだしのゲン・誕生の軌跡」「わたしのサダコを伝
えたい」

TBS 8 月 5 日 173
TBSテレビ放送 50周年～戦後 60年特別企画
“ヒロシマ”…あの時原爆投下は止められた…
いま明らかになる悲劇の真実

NHK教育 8月 6日 90
ETV特集
第一部「俳句が詠んだ太平洋戦争」
第二部「最後の慰霊の旅　ガダルカナル島・遺骨収集の60年」

NHK 8 月 6 日 75 NHKスペシャル「被爆者・命の記録・放射能と闘う人々の60年」
NHK 8 月 7 日 75 NHKスペシャル「ZONE・核と人間」
NHK 8 月 7 日 80 特集・平和アーカイブス～語り伝えるヒロシマ・ナガサキ～

テレ朝 8月 7日 85
ザ・スクープスペシャル
「終戦 60年特別企画　検証！核兵器の真実～それは人体実験
だった～」

日テレ 8月 7日 30 NNNドキュメント ’05「ヒロシマ・グラウンド・ゼロ…CGでよ
みがえる8月6日」

NHK 8 月 8 日 120 特集・平和アーカイブス～語り伝えるヒロシマ・ナガサキ～「被
爆者たちの60年」

NHK 8 月 9 日 53 NHKスペシャル「赤い背中～原爆を背負い続けた夫婦～」
NHK 8 月 9 日 80 特集・平和アーカイブス～語り伝えるヒロシマ・ナガサキ～
NHK 8 月 10 日 45 火の雨が降った日
NHK 8 月 10 日 25 町に砲弾が撃ち込まれた

NHK 8 月 11 日 58
NHKスペシャル
「こうして日本は焦土となった～第二次世界大戦・都市爆撃の
真実～」

NHK 8 月 11 日 45 甲府空襲・60年目の記録
NHK 8 月 12 日 45 にんげんドキュメント「最後の一枚～戦没画学生・命の軌跡～」
NHK 8 月 13 日 60 NHKスペシャル「靖国神社～占領下の知られざる攻防」
NHK教育 8月 13 日 90 ETV特集　ゼロ戦・隠された欠陥報告

（
三
五
八
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テ
レ
ビ
に
お
け
る
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
歴
史
的
展
開
（
米
倉
）

六
五

体
の
半
数
を
超
え
る
一
〇
本
に
上
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
福
岡
大
空
襲
を
扱
っ
た
『
火
の
雨
が
降
っ
た
日
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
八
月
一
〇
日
）、

甲
府
空
襲
を
取
り
上
げ
た
『
甲
府
空
襲
│
六
〇
年
目
の
記
録
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
八
月
一
一
日
）、『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
こ
う
し
て
日
本
は
焦

土
と
な
っ
た
〜
第
二
次
世
界
大
戦
・
都
市
爆
撃
の
真
実
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
八
月
一
一
日
）
の
よ
う
に
、
米
軍
に
よ
る
日
本
本
土
の
空
襲
の
実
相

や
被
害
を
テ
ー
マ
に
し
た
番
組
が
四
本
放
送
さ
れ
て
い
る
。「
原
爆
も
の
」
と
空
襲
を
テ
ー
マ
に
し
た
番
組
に
は
共
通
点
が
あ
る
。
そ
れ

は
戦
争
に
お
け
る
「
被
害
」
の
側
面
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
原
爆
も
の
」
は
被
爆
者
が
主
要
な
登
場
人
物
で
あ
り
、
ま
た

空
襲
を
テ
ー
マ
に
し
た
番
組
も
や
は
り
米
軍
の
空
襲
に
よ
っ
て
命
を
奪
わ
れ
た
り
被
害
を
受
け
た
り
し
た
人
々
が
主
要
な
登
場
人
物
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
戦
争
に
お
け
る
「
加
害
」「
被
害
」
と
い
う
区
分
を
用
い
る
な
ら
ば
、
こ
の
年
に
放
送
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組

の
殆
ど
は
、
日
本
お
よ
び
日
本
人
の
「
加
害
」
の
側
面
で
は
な
く
「
被
害
」
の
側
面
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。⑹　

二
〇
一
五
年
（
戦
後
七
〇
年
）

戦
後
七
〇
年
と
な
る
節
目
の
終
戦
の
日
は
、
安
全
保
障
関
連
法
案
（
＝
安
保
法
制
）
の
国
会
審
議
を
め
ぐ
っ
て
政
治
的
混
乱
が
続
く
中

で
迎
え
た
。
五
月
に
閣
議
決
定
し
て
国
会
審
議
入
り
し
た
安
保
法
制
は
七
月
一
六
日
に
衆
院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
、
八
月
に
は
参
議
院
で

審
議
さ
れ
て
い
た
（
そ
の
後
、
九
月
一
九
日
に
可
決
成
立
）。
安
保
法
制
は
、
戦
後
の
歴
代
内
閣
が
否
定
し
て
き
た
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

（
自
衛
隊
の
武
力
行
使
）
を
容
認
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
会
審
議
は
紛
糾
し
た
。
多
く
の
憲
法
学
者
が
「
違
憲
」
の
疑
い
が
あ
る
と
し
、
新

聞
・
テ
レ
ビ
各
社
に
よ
る
世
論
調
査
に
お
い
て
も
「
賛
成
」
が
「
反
対
」
を
上
回
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
連
日
、
国
会
周
辺
で
大
規
模
な

反
対
派
の
デ
モ
・
集
会
が
続
い
た
こ
と
も
話
題
と
な
っ
た
。

（
三
五
九
）
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六
六

他
方
、
安
倍
晋
三
首
相
が
八
月
一
四
日
に
発
表
し
た
「
安
倍
内
閣
総
理
大
臣
談
話
（
＝
安
倍
談
話
）」
も
大
き
な
関
心
を
集
め
た
。
安
倍

首
相
が
「
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の
脱
却
」
が
必
要
と
し
て
改
憲
を
主
張
し
て
き
た
だ
け
に
、「
談
話
」
が
歴
史
認
識
・
戦
後
認
識
に
つ
い

て
踏
み
込
ん
だ
内
容
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
国
際
的
に
も
注
目
さ
れ
た
が
、
過
去
に
お
け
る
侵
略
や
植
民
地
支
配
に
言
及
し
、「
痛
切

な
反
省
と
お
詫
び
の
気
持
」
を
表
明
し
て
き
た
「
歴
代
内
閣
の
立
場
」
は
今
後
も
揺
る
が
な
い
と
し
て
、
基
本
的
に
は
「
村
山
談
話
」
以

来
の
内
容
を
踏
襲
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
批
判
的
な
議
論
の
対
象
に
な
っ
た
箇
所
も
あ
っ
た
。「
あ
の
戦
争
に
は
何
ら
関
わ
り

の
な
い
、
私
た
ち
の
子
や
孫
、
そ
し
て
そ
の
先
の
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
、
謝
罪
を
続
け
る
宿
命
を
背
負
わ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。」
と

い
う
箇
所
で
あ
る
。
朝
日
新
聞
は
八
月
一
五
日
の
社
説
「
戦
後
七
〇
年
の
安
倍
談
話　

何
の
た
め
に
出
し
た
の
か
」
に
お
い
て
、「
中
国

や
韓
国
が
謝
罪
を
求
め
続
け
る
こ
と
に
も
わ
け
が
あ
る
。
政
府
と
し
て
反
省
や
謝
罪
を
示
し
て
も
、
閣
僚
ら
が
そ
れ
を
疑
わ
せ
る
発
言
を

繰
り
返
す
。
靖
国
神
社
に
首
相
ら
が
参
拝
す
る
。
信
頼
を
損
ね
る
原
因
を
日
本
か
ら
作
っ
て
き
た
。
謝
罪
を
続
け
た
く
な
い
な
ら
、
国
際

社
会
か
ら
偏
っ
た
歴
史
認
識
を
も
っ
て
い
る
と
疑
わ
れ
て
い
る
安
倍
氏
が
こ
こ
で
潔
く
謝
罪
し
、
国
民
と
ア
ジ
ア
諸
国
民
と
の
間
に
横
た

わ
る
負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る

│
。
こ
ん
な
決
断
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。」
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
中
国
の

「
人
民
日
報
」
も
「
い
か
な
る
国
家
で
も
、
後
世
の
人
は
先
人
の
成
し
遂
げ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
犯
罪
が
も
た
ら
す
歴
史
の
責
任
も
負

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
批
判
的
に
論
評
す
る
な
ど
海
外
メ
デ
ィ
ア
の
一
部
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
放
は
合
わ
せ
て
四
四
本
（
三
五
九
二
分
）
の
終
戦
関
連
番
組
を
放
送
し
て
い
る
。
こ
れ
は
本
数
・
時
間
量
と
も

に
一
九
九
五
年
（
終
戦
五
〇
年
）
の
同
四
六
本
（
四
三
〇
一
分
）
に
次
ぐ
規
模
で
あ
っ
た
。
四
四
本
の
内
訳
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
二
四

本
、
ド
ラ
マ
七
本
、
映
画
・
ア
ニ
メ
二
本
、
討
論
番
組
一
本
、
そ
の
他
一
〇
本
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
終
戦
関
連
番
組
の
大
き
な
特
徴
は

戦
争
体
験
や
記
憶
の
「
継
承
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
番
組
が
多
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
中
で
明
示
的
に
「
継
承
」
を

（
三
六
〇
）
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レ
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八
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ジ
ャ
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ナ
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史
的
展
開
（
米
倉
）

六
七

テ
ー
マ
と
し
て
扱
っ
て
い
る
番
組
は
七
本
あ
っ
た
。
例
え
ば
、『
戦
後
七
〇
年　

千
の
証
言
ス
ペ
シ
ャ
ル　

戦
場
写
真
が
語
る
沖
縄
戦　

隠
さ
れ
た
真
実
』（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
・
八
月
一
日
）
は
沖
縄
上
陸
戦
に
参
加
し
た
米
軍
将
校
が
遺
し
た
写
真
と
日
記
か
ら
沖
縄
戦
を
手
が
か
り
し
な

が
ら
沖
縄
戦
の
悲
劇
を
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
と
い
う
趣
旨
の
番
組
で
あ
る
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
も
使
わ
れ
て
い
る
「
千
の
証
言
」
と
は
、

毎
日
新
聞
と
Ｔ
Ｂ
Ｓ
が
「
戦
後
七
〇
年
」
を
記
念
し
て
展
開
し
た
「
継
承
」
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
で
、
ハ
ガ
キ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
投
稿
で
戦
争
体
験
者
の
証
言
を
募
り
、
記
事
や
番
組
と
し
て
記
録
に
残
す
と
い
う
大
が
か
り
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
っ
た
。
そ
の
目
的

は
、「
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
」
こ
と
で
あ
り
、「
戦
争
体
験
者
の
高
齢
化
に
つ
れ
、
戦
争
の
記
憶
が

風
化
し
て
い
く
中
、
戦
争
に
ま
つ
わ
る
証
言
を
記
録
し
、
未
来
へ
の
『
道
し
る
べ
』
と
し
て
残
し
て
い
く
試
み
」
で
あ
っ
た
（
12
）

。
こ
の

「
千
の
証
言
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
他
に
も
日
本
軍
の
従
軍
看
護
婦
と
し
て
戦
地
に
赴
い
た
女
性
達
の
体
験
と
そ
の
後
を
「
証
言
」
で

伝
え
る
『
戦
後
七
〇
年　

千
の
証
言
ス
ペ
シ
ャ
ル　

女
た
ち
の
赤
紙
』（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
・
八
月
二
日
）、
空
襲
、
特
攻
兵
器
、
軍
需
工
場
な
ど
の
実

態
に
つ
い
て
、
実
際
に
そ
れ
ら
に
関
わ
っ
た
体
験
者
の
「
証
言
」
に
よ
っ
て
振
り
返
る
『
戦
後
七
〇
年　

千
の
証
言
ス
ペ
シ
ャ
ル　

私
の

街
も
戦
場
だ
っ
た
Ⅱ　

今
伝
え
た
い
家
族
の
物
語
』（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
・
八
月
一
五
日
）
も
、
や
は
り
「
継
承
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
で
あ
る
。
ま
た
、『
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ　

未
来
の
た
め
に
「
ヒ
ロ
シ
マ
に
生
れ
て
〜
被
爆
者
と
高
校
生
た
ち
」』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
八
月
五
日
）
は
、

高
齢
化
す
る
被
爆
者
の
声
を
録
音
し
て
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
作
り
続
け
て
い
る
広
島
の
高
校
生
た
ち
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た

番
組
、『
ヒ
バ
ク
シ
ャ
か
ら
の
手
紙
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
八
月
六
日
）
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局
が
二
〇
〇
七
年
か
ら
続
け
て
い
る
被
爆
者
の
手
記

を
元
に
原
爆
の
実
相
を
伝
え
る
シ
リ
ー
ズ
の
一
本
で
（
13
）

、
被
爆
者
が
家
族
や
孫
な
ど
に
宛
て
て
書
い
た
手
紙
を
通
し
て
被
爆
体
験
の
継
承
を

考
え
て
い
く
と
い
う
番
組
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
が
八
月
一
五
日
に
放
送
し
た
四
時
間
を
超
え
る
大
型
番
組
『
私
た
ち
に
戦
争

を
教
え
て
く
だ
さ
い
』
も
「
継
承
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
同
番
組
で
は
高
齢
化
す
る
戦
争
体
験
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
証
言
」
を
五
人

（
三
六
一
）
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六
八

の
若
手
俳
優
が
聞
い
て
い
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
り
な
が
ら
、
真
珠
湾
攻
撃
、
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
・
パ
ラ
オ
で
の
玉
砕
、
特
攻
隊
、
沖
縄

戦
な
ど
の
実
相
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
趣
旨
の
番
組
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
二
〇
一
五
年
に
お
い
て
多
く
の
終
戦
関
連
番
組
が
「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
「
継
承
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
背
景
に
は
、
戦

争
か
ら
の
時
間
的
な
経
過
の
中
で
直
接
的
な
戦
争
体
験
者
の
高
齢
化
が
進
む
と
と
も
に
存
命
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
総
務
省
が
二
〇
一
五
年
四
月
に
発
表
し
た
人
口
推
計
に
よ
れ
ば
、
戦
後
（
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
以
降
）
生
ま
れ

（
＝
戦
後
世
代
）
の
人
口
が
一
億
二
〇
三
万
人
で
日
本
の
総
人
口
に
占
め
る
割
合
が
初
め
て
八
割
を
超
え
た
。
そ
し
て
体
験
者
（
当
事
者
）

が
存
命
の
う
ち
に
体
験
を
聞
き
取
っ
て
お
く
と
い
う
社
会
的
要
請
が
存
在
す
る
一
方
で
、「
継
承
」
の
担
い
手
と
し
て
戦
後
生
ま
れ
の
世

代
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
若
い
世
代
が
「
戦
争
体
験
・
記
憶
」
の
ど
の
よ
う
な
側
面
を
ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い
く
の
か
、
と
い
う
こ
と
も

重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
（
宋 

二
〇
一
一
）。

二
〇
一
五
年
の
戦
争
関
連
番
組
に
お
け
る
「
継
承
」
の
前
景
化
以
外
の
特
徴
と
し
て
は
、
二
〇
〇
五
年
の
戦
争
関
連
番
組
と
同
様
に
、

日
本
の
「
戦
争
責
任
」「
加
害
性
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
扱
う
番
組
が
な
く
、
原
爆
投
下
・
被
爆
を
テ
ー
マ
に
し
た
番
組
の
本
数
が
多
い
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
本
数
は
八
本
で
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
全
体
の
本
数
（
二
四
本
）
の
三
分
の
一
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
点
は
、

一
〇
年
前
の
二
〇
〇
五
年
と
同
様
の
傾
向
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
に
お
い
て
も
、
被
爆
の
体
験
・
記
憶

の
「
継
承
」
が
多
く
扱
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
以
外
で
も
同
じ
よ
う
に
被
爆
体
験
・
記
憶
を
誰
が
ど
の
よ
う
に

継
承
す
る
の
か
と
い
う
テ
ー
マ
を
扱
う
番
組
は
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
に
よ
る
広
島
の
平
和
祈
念
式
典
の
中
継
番
組
（
八
月
六

日
）
で
は
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
「
記
憶
の
継
承
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
情
報
番
組
『
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
ヒ
バ
ク

シ
ャ
の
声
が
届
か
な
い
〜
被
爆
70
年
〝
語
り
の
現
場
〞
で
何
が
』（
八
月
五
日
）
に
お
い
て
、
被
爆
者
の
平
均
年
齢
が
八
〇
歳
に
迫
る
な
か
、

（
三
六
二
）
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六
九

表 9　終戦関連のドキュメンタリー（2015 年 8 月 1 日～ 16 日）

局 放送日 時間量
（分） タイトル

TBS 8 月 1 日 83 戦後 70年　千の証言スペシャル　戦場写真が語る沖縄戦隠さ
れた真実

日テレ 8月 1日 72 戦後70年特別番組「いしぶみ～忘れない。あなたたちのことを～」
NHK 8 月 2 日 49 NHKスペシャル「密室の戦争～発掘・日本人捕虜の肉声～」
TBS 8 月 2 日 60 戦後 70年　千の証言スペシャル　女達の赤紙
日テレ 8月 2日 45 ドキュメント ’15「平和宣言 70年　～ヒロシマは語る～」

テレ朝 8月 3日 30 テレメンタリー　シリーズ戦後70年「空に散った徒花～風船
爆弾悲劇の記録～」

NHK 8 月 5 日 30 NEXT　未来のために「ヒロシマに生まれて～被爆者と高校生
たち」

NHK 8 月 6 日 65 NHKスペシャル「きのこ雲の下で何が起きていたのか」
NHK 8 月 6 日 75 ヒバクシャからの手紙

NHK 8 月 7 日 49 NHKスペシャル「憎しみはこうして激化した～戦争とプロパガ
ンダ～」

NHK 8 月 8 日 50 NHKスペシャル「特攻～なぜ拡大したのか～」
テレ朝 8月 8日 30 映画「日本のいちばん長い日」公開直前スペシャル

NHK 8 月 9 日 49 NHKスペシャル「“あの子”を訪ねて～長崎・山里小　被爆児
童の70年～」

テレ朝 8月 9日 85 ザ・スクープスペシャル「終戦 70年特別企画　原爆　70年目
の “真実”」

テレ朝 8月 9日 30 テレメンタリー2015「シリーズ戦後 70年⑻　宿命～トルーマ
ンの孫として～」

日テレ 8月 9日 24 ドキュメント ’15　
「シリーズ戦後70年極秘裏に中絶すべし～不法妊娠させられて」

テレ朝 8月 10 日 30 テレメンタリー2015「シリーズ戦後 70年⑼　爆心地から世界へ」

NHK 8 月 13 日 49 NHKスペシャル「女たちの太平洋戦争～従軍看護婦　激戦地
の記録～」

NHK 8 月 15 日 30 にっぽん紀行「草刈りにささげた人生～福井・鯖江　兵士の墓
にて」

NHK 8 月 15 日 60 NHKスペシャル「カラーでみる太平洋戦争～ 3年 8か月・日
本人の記録～」

NHK 8 月 15 日 89 NHKスペシャル「戦後70年　ニッポンの肖像
─戦後70年を越えて─日本人は何ができるのか」

TBS 8 月 15 日 145 戦後 70年　千の証言スペシャル　私の街も戦場だったⅡ今伝
えたい家族の物語

フジ 8月 15 日 250 私たちに戦争を教えてください
NHK 8 月 16 日 58 NHKスペシャル「“終戦”　知られざる7日間」（

三
六
三
）
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七
〇

学
校
教
育
の
現
場
な
ど
に
お
い
て
被
爆
体
験
の
継
承
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
状
況
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

5
．
ま
と
め
と
今
後
の
研
究
課
題

以
上
、
テ
レ
ビ
に
お
け
る
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
編
成
状
況
の
変
遷
に
つ
い
て
、「
戦
後
二
〇
年
」「
戦
後
五
〇
年
」
な
ど
一
〇

年
ご
と
の
各
節
目
の
年
に
お
け
る
概
況
と
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
の
テ
ー
マ
・
内
容
等
に
注
目
し
な
が
ら
分
析
・
検
討
し
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。

第
一
に
、
各
節
目
の
年
に
放
送
さ
れ
た
終
戦
関
連
番
組
は
計
二
二
〇
本
で
、
そ
の
う
ち
の
一
一
九
本
が
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
り
、

テ
レ
ビ
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
お
い
て
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
中
心
的
な
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
年
別
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の

本
数
が
最
も
多
か
っ
た
一
九
九
五
年
に
は
二
七
本
、
時
間
量
に
す
る
と
三
七
時
間
を
超
え
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
放
送
さ
れ
て
い
る
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
以
外
で
は
、
ド
ラ
マ
、
映
画
・
ア
ニ
メ
が
本
数
、
時
間
量
と
も
に
多
い
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。

第
二
に
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
が
こ
れ
ま
で
扱
っ
て
き
た
テ
ー
マ
・
内
容
を
み
る
と
、
原
爆
投
下
・
被
爆
者
を
扱
う
番
組
は
テ
レ

ビ
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
が
本
格
的
に
定
着
し
た
一
九
六
五
年
当
初
か
ら
放
送
さ
れ
て
お
り
、
以
降
も
一
定
数
の
番
組
が
放
送
さ

れ
続
け
て
き
た
。
そ
し
て
、
特
に
一
九
九
五
年
以
降
に
お
い
て
そ
の
本
数
は
増
え
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
二
〇
〇
五
年
に
は
一
九
本
の
う
ち

一
〇
本
、
二
〇
一
五
年
に
は
二
四
本
の
う
ち
八
本
が
「
原
爆
も
の
」
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
「
原
爆
も

の
」
は
テ
レ
ビ
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
お
い
て
最
も
頻
繁
に
扱
わ
れ
て
き
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。

第
三
に
、
他
方
で
時
期
に
よ
っ
て
大
き
な
変
化
の
み
ら
れ
る
テ
ー
マ
・
内
容
も
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
九
五
年
（
戦
後
五
〇
年
）
に
お

（
三
六
四
）
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七
一

い
て
は
、
従
軍
慰
安
婦
、
南
京
大
虐
殺
、
毒
ガ
ス
兵
器
製
造
・
人
体
実
験
な
ど
の
テ
ー
マ
を
中
心
に
、
日
本
お
よ
び
日
本
軍
の
「
戦
争
責

任
」「
加
害
性
」
を
問
い
直
す
よ
う
な
番
組
が
多
く
放
送
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
年
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
種
類
の
番
組
は
殆
ど

放
送
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
二
〇
一
五
年
（
戦
後
七
〇
年
）
に
は
戦
争
体
験
・
記
憶
の
「
継
承
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
番
組
が
数
多
く
放

送
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
テ
ー
マ
・
内
容
の
時
期
に
よ
る
変
動
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
け
る
「
戦
後
」「
歴
史
認
識
」

に
関
わ
る
社
会
的
議
論
や
世
論
の
動
向
、
そ
し
て
「
戦
争
体
験
者
の
高
齢
化
・
減
少
」「
戦
後
生
ま
れ
世
代
の
増
加
」
と
い
っ
た
社
会
状

況
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
四
に
、
戦
争
に
お
け
る
「
加
害
」
と
「
被
害
」
と
い
う
し
ば
し
ば
議
論
さ
れ
て
き
た
図
式
を
用
い
る
な
ら
ば
、
テ
レ
ビ
の
「
八
月

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
お
い
て
は
、
一
九
九
五
年
を
例
外
と
し
て
、
日
本
・
日
本
軍
の
「
加
害
」
の
問
題
が
問
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、

殆
ど
の
番
組
に
お
い
て
原
爆
、
空
襲
、
沖
縄
戦
、
満
州
か
ら
の
引
き
上
げ
（
中
国
残
留
孤
児
・
婦
人
）
な
ど
日
本
お
よ
び
日
本
人
の
「
被

害
」
の
側
面
が
主
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
激
戦
や
玉
砕
戦
、
特
攻
隊
な
ど
を
扱
う
番
組
に
お
い
て
も
、
日
本
兵
や
そ
の
関
係
者
た
ち

が
壮
絶
な
体
験
の
体
験
者
と
し
て
、
あ
る
い
は
過
酷
な
運
命
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
当
事
者
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
意
味
に
お
い
て
は
「
被
害
」
の
側
面
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
え
る
。

た
だ
し
、
以
上
の
よ
う
な
諸
点
は
、
テ
レ
ビ
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
歴
史
の
う
ち
、
あ
く
ま
で
も
一
〇
年
ご
と
の
節
目
の
年

だ
け
を
対
象
に
し
た
分
析
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
テ
レ
ビ
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
全
体
的
な
傾
向
と

み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
後
、
節
目
の
年
以
外
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
も
収
集
・
分
析
す
る
こ
と
で
、
テ
レ
ビ
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
」
が
そ
の
五
〇
余
年
の
歴
史
的
展
開
の
中
で
何
を
伝
え
て
き
た
の
か
、
そ
の
内
容
や
傾
向
の
変
化
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
本
稿
に
お
い
て
は
主
と
し
て
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
対
象
と
し
て
扱
っ
た
が
、
先
述
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
の
「
八
月

（
三
六
五
）
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十
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七
二

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
お
い
て
は
ド
ラ
マ
や
映
画
・
ア
ニ
メ
な
ど
も
数
多
く
の
番
組
が
放
送
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
番
組
も
人
々
の
戦

争
認
識
や
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
与
え
て
き
た
影
響
は
小
さ
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
テ
ー
マ
や
内
容
な
ど
に
つ
い
て
も
分
析
対

象
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
稿
で
は
「
終
戦
関
連
番
組
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
除
外
し
た
が
、
言
う
ま
で
も
な
く

ニ
ュ
ー
ス
・
情
報
番
組
に
お
い
て
も
、
毎
年
八
月
に
は
様
々
な
形
で
戦
争
・
終
戦
関
連
の
企
画
や
特
集
が
組
ま
れ
放
送
さ
れ
て
き
た
。

ニ
ュ
ー
ス
・
情
報
番
組
に
つ
い
て
は
、
映
像
は
も
と
よ
り
関
連
の
資
料
等
も
保
存
・
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
が
少
な
い
た
め
、
特
に
古
い

時
期
の
も
の
は
研
究
対
象
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
可
能
な
範
囲
で
検
討
対
象
と
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
お
け
る
「
加
害
」「
被
害
」
の
表
象
、
お
よ
び
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
研

究
課
題
で
あ
る
。
従
来
、
戦
後
日
本
の
言
論
空
間
に
お
い
て
「
戦
争
の
『
被
害
』
に
関
す
る
記
憶
が
強
固
に
形
成
さ
れ
、『
加
害
』
の
記

憶
は
忘
れ
ら
れ
る
傾
向
」
が
あ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
（
吉
田 

二
〇
〇
六
：
二
三
七
頁
）。
今
回
の
結
果
は
、
テ
レ
ビ
の

「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
傾
向
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
他
方
に
お

い
て
、
そ
う
し
た
傾
向
が
必
ず
し
も
時
代
を
超
え
て
不
変
の
も
の
な
の
で
は
な
く
、
時
と
し
て
背
景
的
な
時
代
状
況
、
政
治
社
会
状
況
に

応
じ
て
「
加
害
」
が
大
き
く
前
景
化
し
た
り
、
逆
に
後
景
化
し
た
り
す
る
よ
う
な
傾
向
の
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
・
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
う
し
た
変
化
が
生
じ
る
の
か
、
背
景
的
な
時
代
状
況
、
政
治
社
会
状
況
と
テ
レ

ビ
番
組
の
傾
向
と
の
影
響
関
係
の
詳
細
に
つ
い
て
、
よ
り
深
く
立
ち
入
っ
た
分
析
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
近
年
「
戦
争
体

験
・
記
憶
」
の
「
継
承
」
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
が
、
テ
レ
ビ
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
な
か
で
継
承
さ
れ
る
対
象
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
「
体
験
・
記
憶
」
の
内
実
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
そ
れ
は
「
加
害
」「
被
害
」
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
と
い
っ
た
諸
点
に
つ
い
て
も
併
せ
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
三
六
六
）



テ
レ
ビ
に
お
け
る
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
歴
史
的
展
開
（
米
倉
）

七
三

（
注
）

（
1
） 

本
稿
の
対
象
は
地
上
波
に
限
定
し
て
い
る
。
放
送
番
組
に
お
け
る
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
歴
史
的
展
開
を
検
証
す
る
う
え
で
は
、
地
上

波
は
も
と
よ
り
衛
星
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送
さ
れ
た
番
組
も
当
然
対
象
に
含
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
日
本
で
衛
星
放
送
の
本
放
送
が
ス
タ
ー
ト
し

た
の
は
一
九
八
九
年
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｂ
Ｓ
1
）
の
こ
と
で
あ
り
、
通
時
的
分
析
を
す
る
う
え
で
今
回
は
地
上
波
の
放
送
番
組
に
限
定
し
た
。

（
2
） 

朝
日
新
聞
二
〇
一
五
年
八
月
一
三
日
朝
刊
「
あ
な
た
は
何
で
戦
争
を
知
り
ま
し
た
か
①　

本
・
映
画
・
Ｔ
Ｖ　

新
た
な
語
り
部
」。
同
ア
ン

ケ
ー
ト
は
、
東
京
都
内
の
街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
で
千
人
の
回
答
を
集
め
た
も
の
。

（
3
） 

調
査
は
二
〇
〇
六
年
と
二
〇
一
六
年
、
東
京
都
区
部
、
京
都
、
広
島
、
那
覇
の
四
都
市
で
中
学
二
年
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
〇
六

年
は
一
四
四
九
人
が
、
一
六
年
は
一
二
四
八
人
が
回
答
し
た
。

（
4
） 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
テ
レ
ビ
放
送
開
始
以
来
の
公
式
記
録
で
あ
る
「
番
組
確
定
表
」
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
て
い
る
た
め
、
タ
イ
ト
ル
や
放
送

時
間
、
主
な
出
演
者
、
番
組
概
要
等
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
民
放
に
つ
い
て
は
新
聞
の
「
ラ
・
テ
欄
」
や
一
九
六
〇
年
代
前
半
以
降
に
発
刊
さ

れ
た
『
テ
レ
ビ
ガ
イ
ド
』
等
の
番
組
ガ
イ
ド
書
籍
そ
の
他
を
手
が
か
り
に
す
る
ほ
か
な
い
。

（
5
） 

佐
藤
は
、「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
に
代
わ
っ
て
、
国
際
標
準
の
終
戦
記
念
日
で
あ
る
九
月
二
日
や
満
州
事
変
が
勃
発
し
た
九
月
一
八
日
を

軸
と
し
た
、
海
外
志
向
の
「
九
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
を
展
開
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
（
佐
藤 

二
〇
〇
六
、
二
〇
一
五
）

（
6
） 

Ｅ
テ
レ
は
二
〇
一
一
年
か
ら
の
呼
称
で
そ
れ
以
前
は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
」。

（
7
） 

分
析
で
は
、
資
料
と
し
て
新
聞
各
紙
の
「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
欄
」、
東
京
ニ
ュ
ー
ス
通
信
社
発
行
の
『
週
刊
テ
レ
ビ
ガ
イ
ド
』（
一
九
六
二
年

〜
）
を
始
め
『
ザ
・
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
』（K

A
D
O
K
A
W
A

、
一
九
八
二
年
〜
）、『
テ
レ
ビ
ブ
ロ
ス
』（
東
京
ニ
ュ
ー
ス
通
信
社
・
一
九
八
七
年
〜
）

『
ス
テ
ラ
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
〇
年
〜
）
な
ど
の
テ
レ
ビ
情
報
誌
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
て
い
る
「
番
組

確
定
表
」
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
を
デ
ー
タ
と
し
て
利
用
し
た
。
最
も
歴
史
の
古
い
『
週
刊
テ
レ
ビ
ガ
イ
ド
』
は
一
九
六
二
年
八
月
に
日
本
初

の
テ
レ
ビ
情
報
誌
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
週
刊
誌
で
、
誌
面
に
は
番
組
名
・
タ
イ
ト
ル
・
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
、
放
送
時
間
、
番
組
概
要
な
ど
の
情
報
が
記

載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
番
組
に
よ
っ
て
は
「
解
説
」「
特
集
」「
見
ど
こ
ろ
」
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
、
よ
り
詳
細
な
番
組
内
容
の
紹
介
記
事
な
ど
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

（
三
六
七
）
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七
四

（
8
） 

一
九
八
五
年
の
本
数
に
つ
い
て
は
若
干
の
留
保
が
必
要
で
あ
る
。
四
節
三
項
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、
一
九
八
五
年
八
月
一
二
日
に
日
航
機
の
墜

落
事
故
が
あ
り
、
同
日
夜
以
降
テ
レ
ビ
は
こ
の
事
故
関
連
報
道
一
色
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
上
述
の
と
お
り
、
本
分
析
に
お
け
る
番
組
本
数
・
時

間
量
の
算
出
根
拠
は
新
聞
の
「
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
欄
」
お
よ
び
テ
レ
ビ
情
報
誌
に
掲
載
さ
れ
た
情
報
で
あ
る
た
め
、
あ
く
ま
で
も
「
放
送
予
定
」
の

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
い
る
。
八
月
一
二
日
夜
〜
一
五
日
に
放
送
予
定
で
あ
っ
た
七
番
組
の
う
ち
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
三
番
組
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
番
組

確
定
表
」
に
よ
っ
て
実
際
に
放
送
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
済
で
あ
る
が
、
民
放
（
日
本
テ
レ
ビ
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）
の
四
番
組
に
つ
い
て
は
実
際
に
放
送
さ
れ

た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
未
確
認
で
あ
る
。
従
っ
て
、
実
際
に
は
本
分
析
で
示
す
本
数
・
時
間
量
よ
り
も
さ
ら
に
少
な
い
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が

あ
る
。

（
9
） 

一
九
六
五
年
に
東
京
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
放
送
本
数
が
最
も
多
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
説
明
が
必
要
で
あ
る
。
同
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
当

時
、
財
団
法
人
日
本
科
学
技
術
振
興
財
団
が
放
送
免
許
を
受
け
て
前
年
の
一
九
六
四
年
に
開
局
し
た
ば
か
り
の
放
送
局
「
東
京
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で

あ
っ
た
。
当
初
は
「
科
学
テ
レ
ビ
」
と
通
称
さ
れ
、
通
常
の
「
総
合
局
」
の
免
許
を
持
つ
民
放
局
と
は
異
な
っ
て
民
放
で
あ
り
な
が
ら
Ｃ
Ｍ
を
流
さ

ず
、
教
育
・
教
養
番
組
中
心
の
編
成
で
娯
楽
番
組
を
放
送
し
な
い
と
い
う
特
殊
な
条
件
の
放
送
局
で
あ
っ
た
。
同
局
が
他
の
民
放
同
様
の
「
総
合

局
」
の
免
許
と
な
っ
た
の
は
一
九
七
三
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
テ
レ
ビ
東
京
編 

二
〇
一
四
）。
従
っ
て
、
一
九
六
五
年
の
東
京
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
他

の
民
放
局
と
は
同
列
に
論
じ
る
こ
と
は
難
し
く
、
終
戦
関
連
番
組
の
編
成
も
や
や
異
色
の
内
容
で
あ
っ
た
。

（
10
） 

こ
の
番
組
の
放
送
直
前
に
日
航
機
墜
落
事
故
の
第
一
報
が
入
っ
た
た
め
、
放
送
は
開
始
五
分
で
中
断
し
た
。
翌
一
三
日
に
改
め
て
全
編
（
七
四

分
）
が
放
送
さ
れ
た
。

（
11
） 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
も
こ
の
論
争
に
つ
い
て
は
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
「
ア
メ
リ
カ
の
中
の
原
爆
論
争
〜
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
展
示
の
波
紋
〜
」』（
一
九
九
五
年

六
月
一
一
日
）
で
詳
し
く
取
り
上
げ
て
い
る
。

（
12
） 

「
千
の
証
言
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トH

P

：http://m
ainichi.jp/sennosyougen/

（
二
〇
一
七
年
八
月
二
五
日
）

（
13
） 

同
シ
リ
ー
ズ
で
は
二
二
〇
〇
通
を
超
え
る
被
爆
者
の
手
紙
を
集
め
、
そ
れ
を
元
に
様
々
な
番
組
を
制
作
し
て
い
る
。

（
三
六
八
）
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用
・
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考
文
献

エ
リ
ス
・
Ｓ
．ク
ラ
ウ
ス
・
橋
本
明
子
「
正
義
の
戦
争

│
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
第
2
次
世
界
大
戦
の
記
憶
」『
放
送
研
究
と
調
査
』
一
二
月
号
、

一
九
九
六
年
。

原
由
美
子
・
服
部
弘
ほ
か
「
戦
争
を
め
ぐ
る
テ
レ
ビ
報
道
と
国
民
の
意
識

│
戦
後
50
周
年
テ
レ
ビ
報
道
比
較
研
究
か
ら
」『
放
送
研
究
と
調
査
』

一
二
月
号
、
一
九
九
七
年
。

保
坂
正
康
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
『
歴
史
』
に
向
き
合
う
能
力
と
は
何
か
」『
月
間
民
放
』
八
月
号
、
二
〇
〇
六
年
。

木
村
幹
『
日
韓
歴
史
認
識
問
題
と
は
何
か

│
歴
史
教
科
書
・「
慰
安
婦
」・
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
。

小
寺
敦
之
・
金
山
勉
ほ
か
「『
戦
後
60
周
年
』
は
ど
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
た
か
│
東
ア
ジ
ア
主
要
新
聞
の
量
的
比
較
分
析
│
」『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

研
究
』
三
七
号
、
二
〇
〇
七
年
。

河
野
謙
輔
・
森
口
宏
ほ
か
「
世
界
の
テ
レ
ビ
は
戦
後
50
周
年
を
ど
う
伝
え
た
か
」『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
年
報
』
四
一
集
、
一
九
九
七
年
。

牧
田
徹
雄
「
日
本
人
の
戦
争
と
平
和
観
・
そ
の
持
続
と
風
化
」『
放
送
研
究
と
調
査
』
九
月
号
、
二
〇
〇
〇
年
。

村
上
登
司
文
「
戦
争
体
験
継
承
が
平
和
意
識
の
形
成
に
及
ぼ
す
影
響　

│
中
学
生
に
対
す
る
平
和
意
識
調
査
の
時
系
列
的
分
析
│
」『
広
島
平
和
科
学
』

三
八
号
、
二
〇
〇
六
年
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
編
『
テ
レ
ビ
視
聴
の
50
年
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
〇
三
年
。

日
本
放
送
協
会
編
『
20
世
紀
放
送
史
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
〇
一
年
。

小
熊
英
二
『＜

民
主＞

と＜

愛
国＞

│
戦
後
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
公
共
性
』
新
曜
社
、
二
〇
〇
二
年
。

大
沼
保
昭
『「
慰
安
婦
」
問
題
と
は
何
だ
っ
た
の
か
』
中
央
公
論
社
、
二
〇
〇
七
年
。

桜
井
均
『
テ
レ
ビ
は
戦
争
を
ど
う
描
い
て
き
た
か

│
映
像
と
記
憶
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
。

佐
藤
卓
己
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
『
歴
史
』
に
向
き
合
う
能
力
と
は
何
か
」『
月
刊
民
放
』
八
月
号
、
二
〇
〇
六
年
。

佐
藤
卓
己
『
増
補　

八
月
十
五
日
の
神
話

│
終
戦
記
念
日
の
メ
デ
ィ
ア
学
』
ち
く
ま
書
房
、
二
〇
一
四
年
。

佐
藤
卓
己
「『
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』
の
終
焉　
『
戦
後
七
〇
年
報
道
』
始
末
」『
新
潮
45
』
一
一
月
号
、
二
〇
一
五
年
。

（
三
六
九
）



政
経
研
究　

第
五
十
四
巻
第
三
号
（
二
〇
一
七
年
十
二
月
）

七
六

宋
吉
慶
、
坂
部
晶
子
訳
「
戦
争
体
験
の
継
承
を
め
ぐ
っ
て

│
『
良
識
と
正
義
の
呼
び
声
』」『
北
東
ア
ジ
ア
研
究
』
第
二
一
号
、
二
〇
一
一
年
。

テ
レ
ビ
東
京
編
『
テ
レ
ビ
東
京
五
〇
年
史
』
テ
レ
ビ
東
京
、
二
〇
一
四
年
。

坪
井
秀
人
『
戦
争
の
記
憶
を
さ
か
の
ぼ
る
』
ち
く
ま
書
房
、
二
〇
〇
五
年
。

山
本
珠
美
「
博
物
館
の
デ
ィ
レ
ン
マ

│
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
航
空
宇
宙
博
物
館
の
原
爆
展
論
争
に
関
す
る
一
考
察

│
」『
東
京
大
学
大
学
院
教
育
研
究

科
紀
要
』
第
三
六
巻
、
一
九
九
六
年
。

吉
田
裕
『
日
本
人
の
戦
争
観

│
戦
後
史
の
な
か
の
変
容
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
。

（
三
七
〇
）
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